
 
以
下
に
つ
い
て
は
、
公
開
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
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昭
和
六
十
年
三
月

埼
玉
県
は
、
全
国
に
先
が
け
て
、
史
跡
「
埼
玉
古
墳
群
」
の
広
域
保
存
と
環
境
整
備
を
図
る
目
的
で
、
さ
き

た
ま
風
土
記
の
丘
の
建
設
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
昭
和
四
十
三
年
の
稲
荷
山
古
墳
に
は
じ
ま
る
継
続

的
な
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
環
境
整
備
を
促
進
す
る
一

方
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
さ
き
た
ま
資
料
館
を
開
館
し
、
資
料
の
収
蔵
・
展
示
の
充
実
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

本
書
で
報
告
す
る
鉄
砲
山
古
墳
は
、
埼
玉
古
墳
群
中
、
二
子
山
古
墳
、
稲
荷
山
古
墳
に
次
ぐ
全
長
約
百
十
二

闘
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
度
及
び
五
十
八
年
度
の
二
回
に
わ
た
る
発
掘
調
査
で
、
稲
荷

山
古
墳
と
同
様
の
長
方
形
に
め
ぐ
る
二
重
堀
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
堀
か
ら
は
、
か
つ
て
墳
丘
に
樹
立
さ
れ
て
い

た
貴
重
な
埴
輪
の
破
片
が
多
数
出
土
し
て
お
り
ま
す
。

本
書
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
刊
行
の
「
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
」
に
次
ぐ
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
第
二
集

で
あ
り
ま
す
が
、
埼
玉
古
墳
群
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
御
活
用
い
た
だ
ぎ
、
教
育
、
学
術
、
文
化
の

振
興
に
役
立
つ
こ
と
が
で
ぎ
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
書
の
刊
行
に
至
る
ま
で
多
大
の
御
指
導
・
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
文
化
庁
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
各
機
関
並
び
に
関
係
者
各
位
に
対
し
て
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
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九 八 七 六ノ‘ 五

出
土
品
の
整
理
及
び
本
書
の
図
版
作
成
は
主
に
杉
崎
茂
樹
が
当
り
、
小
久
保
徹
、
中

島
宏
の
協
力
を
得
た
。

本
書
の
執
筆
は
各
文
末
に
記
し
た
と
お
り
行
っ
た
が
、
全
体
に
つ
い
て
横
川
好
富
が

加
除
筆
を
行
っ
た
。

写
真
撮
影
は
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
杉
崎
茂
樹
が
行
っ
た
が
、
遣
構
に
つ
い
て
は

各
担
当
者
が
行
っ
た
。

遺
構
の
名
称
を
、
挿
図
中
で
は
以
下
の
よ
う
に
略
し
て
表
示
し
た
。

S

A

[内
堀
、
S
B
：
中
堤
、
S
c
只
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S
D
二
溝
、
S
H
？
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堀
。
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粉
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び
珪
藻
分
析
は
（
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）
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ノ
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サ
ー
ベ
イ
に
委
託
し
、
写
真
撮
影
の
一
部

（
航
空
写
真
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及
び
調
査
区
内
の
基
準
点
及
び
水
準
点
の
設
定
は
中
央
航
業
（
株
）

に
委
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
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毛

勲

　

　

井

上

裕

岩

崎

卓

也

大

塚

初

重

金

子

正

之

関

口

広

子

　

　

多

田

健

浜
中

橋
本

一
江

三
田
あ
け
み

坂

本

和

重

坂
本

太

田

博

之

河
辺
美
津
江
孝
則

白
井

照
子
紀
子

掛
川
智
恵
子

木
村
島
田

益
江

整
理
・
報
告

鈴
木
須
美
江

俊
彦

小
島

清

松

葉

利

男

武
笠

四
各
事
業
の
組
織
は
別
表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

内

藤

貞

西
田
耕
太
郎
勝
利

萩
原
諸
貫

千
代
太
郎

さ
き
た
ま

本
書
は
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
五
二
六
七
、

他
に
所
在
す
る
埼
玉
鉄
砲
山
古
墳
周
堀
の

発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
昭
和
五
四
年
度
（
前
方
部
西
側
）
、
及
び
昭
和
五
八
年
度
（
後
円
部
東

側
）
、
整
理
は
昭
和
五
九
年
度
に
実
施
し
た
。

昭
和
五
四
年
度
調
査
期
間
昭
和
五
四
年
十
一

月
二
七
日
＼
昭
和
五
五
年
一
月
十
一

日
、
（
担
当
者
、
小
川
良
祐
、

今
泉
泰
之
、
金
子
真
土
）

昭
和
五
八
年
度
調
査
期
間
昭
和
五
八
年
七
月
一
日
＼
十
二
月
二
二
日
、
（
担
当
者

梅
沢
太
久
夫
、
中
島
宏
、
杉
崎
茂
樹
）

昭
和
五
八
年
度
、
五
九
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
文
化
庁
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施

し
た
。

萩
原
山
崎
美
栄
子
な
っ

萩
原
せ

い
子

友
子

関
口
美
代
子

志
村
関
ロ

ョ
ッ

田
中

多

田

健

柴
崎

ミ
ツ

関

義
則
正
夫

関
口

か

っ

関
口
喜
美
恵

土
橋
貴
代
司

坂

本

和

重

沢

田

百

代

島

田

進

島
田
と
し
子

木

村

あ

さ

菊

地

き

ん

計
治

小

林

志

乃

島
崎
し
づ
子

坂

本

孝

則

大
山

伸
啓
光
枝

加
相

な

か

加
相
小
林

松

江

　

金

沢

恵

子

大
沢

太

田

博

之

　

　

大

野

か

く

　

大

野

鶴

枝

大
野
川
島

な
っ

青

代

清

例

百

発
掘
調
査

十

秋

山

時

秋
山

ノ‘

Iレ

岩
崎

り
ん

い

く

　

　

伊

藤

清

子

発
掘
調
査
か
ら
整
理
、
報
告
に
至
る
ま
で
、
左
記
の
方
々
及
び
各
機
関
か
ら
御
指
導
、

御
協
力
を
賜
わ

っ
た
。

- iv-



主
体
者

第文

係
ー化同

長財

栗

原

文

亀

田

蔵
（
昭
和
五
四
年
度
）

孝
（

ク

、一

学

芸

員

今

泉

泰

学

芸

課

長

祐
（
昭
和
五
四
年
度
）

太
久
夫
（
昭
和
五
八
年
度
）

徹
（
昭
和
五
九
年
度
）

之
（
昭
和
五
四
年
度
）

同

小
久
保

同

柚

木

同

梅

沢

同

畔

上

敦

志
（
博
（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

ク

ツ

小

川

良

同

千

村

修

平

（

ク

、一

同

川

崎

栄

庶

務

係

太

田

和

明
（
昭
和
五
九
年
度
）

夫
（
昭
和
五
四
年
度
）

（
昭
和
五
四
、
五
八
、
五
九
年
度
）

同

鈴

木

廣

子
（
昭
和
五
八
、

五
九
年
度
）

同

早

川

智

同

橋

本

克

同

課

長

補

佐

兼
庶
務
係
長

課

長

補

佐

課

長

補

佐

兼
庶
務
係
長

課

長

補

佐

大

村

（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

信
（
昭
和
五
四
年
度
）

恵
（
昭
和
五
四
年
度
）

義
（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

進
（
昭
和
五
八
年
度
）

己
（
昭
和
五
八
年
度
）

庶

務

係

島

村

昂
I

子
（
昭
和
五
四
年
度
）

町

田

勝

庶

務

課

長

風

間

俊

木

戸

副

館

長

横

川

好

奥

泉

原

田

家

金

井

塚

良

八
木
原

厳
（
昭
和
五
四
年
度
）

次
（
昭
和
五
八
年
度
）

富
（
昭
和
五
九
年
度
）

克
（
昭
和
五
九
年
度
）

課

長

杉

山

泰

之
（
昭
和
五
四
年
度
）

同

副

館

長

兼

庶

務

課

長

同

坂

巻

正

（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

館

長

野

村

鍋

同

岩

上

昇
（
昭
和
五
四
年
度
）

進
（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

教

育

次

長

下

穂

同

鈴

木

秀

調

査

の
組

織

埼
玉
県
教
育
委
員
会

博
（
昭
和
五
八
年
度
）

太
久
夫
（
昭
和
五
九
年
度
）

夫
（
昭
和
五
四
年
度
）

雄
（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

雄
（
昭
和
五
九
年
度
）

事
務
局
（
発
掘
調
査
・
整
理
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
（
昭
和
五
四
年
度
）

同

長
井
五
郎
（
昭
和
五
八
、
五
九
年
度
）

同

宮

崎

朝

教

育

長

石

田

正

利

（

昭

和

五

四

年

度

）

同

井

上

尚

明

（

ク

、-

同

駒

宮

史

朗

（

ク

、-

文

化

財

係

柿

沼

幹

同

梅

沢
塩

野

埋
蔵
文
化
財

係

長
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嘱

同 同 同 同

託

　

　

大

熊

達

雄

（

〃

、一

岡

本

雄

（

〃

、-

杉

崎

茂

中

島

宏

（
昭
和
五
八、

樹
（
昭
和
五
八
、

金

子

真

土

（

，，，， 

五
九
年
度
）

五
九
年
度
）

ヽ
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月
二
七
日
か
ら
開
始
し
た
。

前
方
部
西
側
調
査
区

lI
調

査

の

経

過

埼
玉
古
墳
群
は
昭
和
一
三
年
八
月
八
日
付
文
部
省
告
示
を
も
っ
て
国
の
指
定
史
跡
に
な

っ
て
い
る
が
、
周
辺
地
域
を
含
め
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
遺
物
の
出
土
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
が
不
明
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
昭
和
四

0
年
に
文
化
庁
の
前
身
で
あ
る
文
化
財
保
護
委
員
会
で
は
、
考
古
、
民

俗
、
古
文
書
等
の
文
化
財
を
、
そ
の
地
域
の
特
色
あ
る
風
土
と
一
体
化
し
て
保
存
と
活
用

を
は
か
る
た
め
の
「
風
土
記
の
丘
」
建
設
構
想
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
を
う
け
て
埼
玉
県
で

は
昭
和
四
二
年
に
埼
玉
古
墳
群
を
中
心
と
し
た
「
さ
き
た
ま
風
土
紀
の
丘
」
建
設
事
業
が

開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
二
月
に
二
子
山
古
墳
周
堀
復
原

の
事
前
調
査
が
始
ま
り
、
以

後
昭
和
四
九
年
度
ま
で
は
主
と
し
て
周
堀
復
原
工
事
の
た

め
の
ト
レ
ン
チ
発
掘
に
よ
る
確

（
昭
和
五
四
年
度
）

昭
和
五
四
年
度
の
埼
玉
古
墳
群
の
史
跡
整
備
の
た
め
の
発
掘
調
査
ほ
、

鉄
砲
山
古
墳
の

他
に
、
瓦
塚
古
墳
の
前
方
部
東
南
側
周
堀
の
範
囲
確
認
調
査
も
実
施
し
て
お
り
、
鉄
砲
山

古
墳
前
方
部
西
側
地
区
の
調
査
は
、
瓦
塚
古
墳
の
調
査
に
引
き
続
ぎ
、
昭
和
五
四
年
一
―

調
査
予
定
地
及
び
そ
の
付
近
は
草
地
と
な

っ
て
お
り
、
開
始
に
あ
た
り
若
干

の
除
草
を

行
い
、
座
標
北
を
軸
と
す
る
グ
リ
ッ
ド
を
設
定
、
発
掘
に
着
手
し
、

I

調
査
に
至
る
経
過

ま
ず
、

表
土
除
去
に

あ
た

っ
た
。

数
日
を
経
ず
し
て
、
中
堤
の
存
在
を
予
想
し
た
部
分
の
表
土
下
約
三
〇
心
レ
砂
に

ロ
ー
ム

土
を
検
出
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
ロ
ー
ム
土
を
検
出
し
た

レ
ベ
ル

で
、
調
査
区
全
体
を

平
坦
に

し
、
中
堤
の
遺
存
状
況
、
及
び
内
堀
、
外
堀
の
覆
土
部
分
の
範
囲
確
認
作
業
を
行

ロ
ー
ム
検
出
面
で
の
遺
構
確
認
の
後
、
直
ち
に
、
内
堀
、
外
堀
の
覆
土
部
分
の
発
掘
作

の
覆
土
や
墳
丘
寄
り
の
内
堀
覆
土
中
か
ら
は
、
比
較
的
多
数
の
埴
輪
片
が
出
土
し
た
が
、

業
に
着
手
し
た
が
、

―
二
月
中
旬
に
は
覆
土
を
ほ
ぽ
除
去
し
終
え
た
。
こ
の
間
に
、
墳
裾

っ
た
が
、
中
堤
は
比
較
的
遺
存
状
況
が
良
好
と
思
わ
れ
た
。

七
月
一
日
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。

（
小
久
保
徹
）

認
調
査
が
実
施
さ
れ
て
、
二
子
山
、
稲
荷
山
、
丸
墓
山
、
奥
の
山
の
各
古
墳
の
周
堀
が
復

原
さ
れ
て
い
る
。
稲
荷
山
古
墳
に
つ
い
て
は
昭
和
四
三
年
に
主
体
部
の
調
査
が
行
な
わ
れ

て
報
告
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
埼
玉
古
墳

群
の
発
掘
調
査
お

よ
び
出
土
遺
物
の
整
理
が
毎
年
実
施
さ
れ
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
こ
れ

は
史
跡
整
備
に
先
行
し
て
各
古
墳
の
堀
や
墳
丘
の
範
囲
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
庫

補
助
金
事
業
の
発
掘
調
査
に
つ

い
て
は
、

鉄
砲
山
古
墳
に
関
し

て
は
二
回
実
施
し
て
い
る
。

昭
和
五
四
年
度
は
、
前
方
部
西
隅
付
近
の
墳
裾
部
と
周
堀
の
確
認
の
た
め
、
同
年
―
一
月

二
七
日
か
ら
、
昭
和
五
八
年
度
は
後
円
部
東
側
の
墳
裾
部
と
周
堀
の
確
認
の
た

め
、
同
年
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1
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。

内
、
外
堀
の
覆
土
除
去
後
、
堀
底
の
精
査
に
移
っ
た
が
、
内
堀
か
ら
は
六
甚
、
外
堀
か

ら
は
二
基
、
都
合
八
基
の
溝
を
発
見
し
た
が
、
覆
土
の
状
況
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
耕
作
土
中
か
ら
の
掘
込
み
で
あ
り
、
新
し
い
時
期
の
も
の
で
、
古
墳
と
直
接
係
り
を

年
明
け
後
は
一
月
―
一
日
に
、
調
査
区
全
体
及
び
各
遺
構
の
写
真
撮
影
を
実
施
し
、
翌

図
面
の
作
成
に
は
数
日
を
要
し
、
そ
の
後
、
遣
構
の
埋
戻
作
業
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
遺

構
を
保
護
す
る
目
的
で
、
調
査
区
全
体
に
厚
さ
約
一
〇
心
レ
吟
で
川
砂
を
敷
き
、
次
に
調
査

の
排
土
で
埋
戻
し
て
、
転
圧
、
整
地
し
、
作
業
を
終
了
し
た
。

こ
う
し
て
一
月
下
旬
に
は
埋
戻
作
業
も
終
え
、
調
査
用
の
機
材
を
撤
収
し
て
全
て
の
現

場
作
業
を
終
了
し
た
が
、
瓦
塚
古
墳
の
調
査
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
調
査
期
間
は
約
一

ヶ
月
と
短
か
く
、
ま
た
調
査
面
積
も
二
二
〇
心
ー
ら
と
小
規
模
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

後
円
部
東
側
調
査
区

昭
和
五
八
年
度
の
調
査
は
、
後
円
部
東
側
部
分
の
周
堀
の
形
態
及
び
範
囲
確
認
を
目
的

と
し
、
約
一
、

（
昭
和
五
八
年
度
）

調
査
予
定
地
付
近
は
公
園
化
に
伴
い
、
陸
田
で
あ
っ
た
も
の
を
客
土
、
整
地
し
て
芝
地

と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
試
掘
を
実
施
し
、
遺
構
面
ま
で
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
一
日
、
調
査
予
定
地
に
二

x
二ぃ
m
の
試
掘
グ
リ
ッ
ド
を
八
箇
所
に
設
定
し
試
掘
を

開
始
し
た
。
同
月
六
日
に
は
中
堤
と
予
想
さ
れ
る
部
分
で
ロ
ー
ム
土
を
検
出
、
内
、
外
堀

部
分
で
は
そ
の
覆
土
の
状
況
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
土
層
断
面
の
観
察
で
は
、
付
近
に
は

芝
地
と
し
た
際
に
山
砂
と
人
頭
大
の
砂
岩
に
よ
り
、
厚
い
と
こ
ろ
で
六

0
代
妬
客
土
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
下
に
約
二
〇
心
レ
竺
厚
で
耕
作
土
と
思
わ
れ
る
灰
色
系
の
粘
土
が
存
在
し
、

さ
ら
に
そ
の
下
に
は
中
堤
部
分
で
は
ロ
ー
ム
土
が
、
内
、
外
堀
部
分
で
は
そ
の
覆
土
で
あ

試
掘
の
成
果
を
も
と
に
七
月
七
日
か
ら
三
日
を
か
け
、
重
機
を
利
用
し
、
客
土
を
排
除

し
た
。
そ
の
後
、

一
三
、

杭
を
調
査
区
外
に
三
本
埋
設
し
た
。

七
月
一
九
日
に
、
ペ
ル
ト
コ
ソ
ペ
ア
ー
を
利
用
し
耕
作
土
の
除
去
を
開
始
、
八
月
の
上

旬
に
は
調
査
区
全
体
で
の
ロ
ー
ム
層
上
面
の
遺
構
の
遺
存
状
況
を
確
認
し
た
が
、
中
堤
は

灰
色
系
の
粘
土
を
充
埋
す
る
溝
で
破
壊
を
被
っ
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
、
埴
輪
の

樹
立
痕
で
も
発
見
で
き
れ
ば
、

と
い
う
期
待
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
可
能
性
も
薄
ら
い
だ
。

そ
の
後
、
台
風
に
よ
る
降
雨
の
た
め
、
数
日
間
調
査
を
中
断
し
た
が
、

り
調
査
区
西
方
の
内
堀
部
分
か
ら
、
人
力
に
よ
り
堀
の
覆
土
の
除
去
を
開
始
し
た
。
湧
水

の
た
め
作
業
が
な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
、
内
堀
覆
土
の
除
去
作
業
だ
け
で
九
月
上
旬
ま
で

を
要
し
た
。

八
月
二
二
日
よ

層
上
面
で
の
確
認
作
業
で
存
在
が
判
明
し
て
い
た
溝
が
中
堤
の
肩
部
を
予
想
以
上
に
破
壊

し
て
お
り
、
立
上
り
部
分
も
遺
存
が
良
く
な
い
状
況
が
判
明
し
た
。
堀
底
に
は
中
堤
と
平

行
、
あ
る
い
は
直
角
の
溝
や
、
後
円
墳
丘
に
沿
う
よ
う
な
溝
、
そ
し
て
小
規
模
な
土
壊
も

発
見
さ
れ
た
が
、
多
く
は
耕
作
土
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
灰
色
系
の
粘
土
等
を

内
堀
の
覆
土
除
去
後
、
直
ち
に
堀
底
の
精
査
を
開
始
し
た
。
中
堤
付
近
で
は
、

を
設
置
、
同
時
に
遺
構
復
元
撒
備
に
利
用
す
る
目
的
で
、

ロ
ー
ム

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
製
の
遺
跡
原
点

日
か
ら
は
実
測
図
の
作
成
作
業
に
入
っ
た
。

一
四
日
の
両
日
で
、
南
北
を
基
軸
と
し
た
基
準
点
及
び
水
準
点

の
発
掘
作
業
は
終
了
し
た
。

る
黒
色
系
の
土
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

持
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

―
二
月
中
に
は
周
堀
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
遺
構

こ
れ
ら
は
墳
丘
上
方
か
ら
転
落
し
て
き
た
も
の
と
理
解
さ
れ
た
。
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明
ら
か
と
な
っ
た
。

覆
土
と
し
て
お
り
、
古
墳
と
の
係
り
の
あ
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
が
、

堀
の
ほ
ぽ
中
程
で
、
中
堤
と
平
行
す
る
形
で
発
見
さ
れ
た
S
D
O
O
3
は
、
覆
土
下
層
と
同

様
な
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
割
口
部
分
の
あ
ま
り
磨
滅
し
て
い
な
い
、
大
形
の
埴
輪
破

片
を
出
土
す
る
も
の
で
、
内
堀
の
時
期
と
比
較
的
近
い
時
期
に
開
削
さ
れ
た
こ
と
を
予
想

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
墳
丘
裾
付
近
の
堀
底
か
ら
も
、
後
円
部
墳
丘
に
沿
う
よ

う
に
弧
を
描
く
溝

(
S
D
o
o
4
、
S
D
o
o
6
、
S
D
o
1
1
、
S
D
o
1
2
)
が
発
見
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

S
D
O
O
3
と
同
様
な
土
を
覆
土
と
し
て
お

り
、
注
意
を
ひ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

内
堀
の
覆
土
除
去
作
業
中
に
、
埴
輪
片
が
多
数
出
土
、
墳
丘
寄
り
で
は
点
数
も
特
に
多

か
っ
た
が
、
円
筒
埴
輪
の
破
片
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
、
小
破
片
で
あ
る
が
、
型

-
0月
五
日
に
内
堀
の
発
掘
を
終
え
、
翌
六
日
か
ら
外
堀
部
分
に
着
手
。
こ
の
頃
に
は

地
下
水
位
も
下
が
っ
た
た
め
か
、
湮
水
も
少
な
く
、
作
業
は
順
調
に
進
行
し
た
。

中
堤
の
裾
は
内
堀
側
と
同
様
、
遺
存
が
悪
く
、

ま
た
、
外
堀
外
方
の
立
上
り
は
、
調
査

区
南
部
付
近
で
は
抜
根
に
よ
る
攪
乱
で
破
損
が
ひ
ど
く
、
遺
存
が
悪
い
が
、
東
部
付
近
で

は
比
較
的
良
好
な
状
態
で
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
、

終
え
た
。

ほ
ぽ
直
線
的
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が

-
0
月
―
二
日
か
ら
は
覆
土
の
除
去
と
並
行
し
、
堀
底
の
精
査
を
進
め
、
溝
や
土
壊
を

発
見
し
た
が
、
内
堀
と
同
様
耕
作
に
係
る
可
能
性
の
大
ぎ
い
も
の
が
大
半
で
、
内
堀
で
発

見
さ
れ
た
S
D
O
O
3
と
同
様
な
溝
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
五
日
に
は
覆
土
の
除
去
を

外
堀
覆
土
中
か
ら
の
遺
物
の
出
土
量
は
内
堀
と
比
較
す
る
と
少
な
い
が
、
調
査
区
内
西

部
の
堀
底
か
ら
は
、
中
位
以
上
を
失
っ
た
円
筒
埴
輪
が
潰
れ
て
細
片
と
な
っ
た
状
態
で
出

式
を
考
定
可
能
な
須
恵
器
及
び
土
師
器
片
も
出
土
し
た
。

こ
う
し
て
、

―
二
月
一
六
日
に
は
埋
戻
し
を
完
了
し
、
調
査
用
の
資
材
等
も
撤
収
し
、

四
ヶ
月
半
に
及
ん
だ
、
発
掘
作
業
を
全
て
終
了
し
た
。

用
の
川
砂
を
約
十
心
レ
竺
厚
に
敷
き
、

（
杉
綺
茂
樹
）

一
三
日
か
ら
重
機
を
使
用
し
調
査
排
土
で
埋
戻
し
た
。

土
。
付
近
の
中
堤
ほ
遺
存
が
良
く
な
い
が
、
推
定
で
は
約
八
〇
心
レ
竺
程
の
距
離
で
あ
り
、

-
0月
一
七
日
に
は
外
堀
の
発
掘
を
終
え
、
中
堤
部
分
の
精
査
に
移
っ
た
。
調
査
区
西

半
部
は
抜
根
と
思
わ
れ
る
攪
乱
に
よ
り
破
損
さ
れ
、
方
形
、
円
形
の
井
戸
と
思
わ
れ
る
土

塚
も
あ
っ
た
が
、
覆
土
の
様
子
か
ら
古
墳
に
係
る
も
の
で
は
な
く
、

発
見
さ
れ
た
、
外
堀
方
向
に
「
コ
」
字
に
配
さ
れ
た
箱
薬
研
の
溝

(S
D
O
1
7
)
は
比
較

的
深
い
も
の
だ
が
、

ガ
ラ
ス
瓶
、

ま
た
、
中
央
付
近
で

ア
ル
ミ
銭
等
が
出
土
、
ご
く
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ

っ
た
。
結
局
、
中
堤
は
、
東
の
部
分
の
上
面
部
分
の
遺
存
が
比
較
的
良
い
だ
け
で
、
両
肩
、

裾
部
の
破
損
が
ひ
ど
く
、
全
体
に
遺
存
の
悪
い
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

-
0月
一
九
日
に
は
中
堤
の
精
査
も
終
了
し
、
同
二

0
日
に
は
地
上
か
ら
、
二
四
日
に

は
航
空
機
よ
り
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。
写
真
撮
影
後
、
二
五
日
よ
り
二
九
日
ま
で
実
測

―
二
月
六
日
か
ら
は
調
査
区
の
埋
戻
し
作
業
に
着
手
し
た
。
調
査
区
全
体
に
遺
構
保
護

図
の
作
成
作
業
を
行
い
、
三

0
日
に
は
実
質
的
調
査
を
終
了
し
た
。

か
つ
て
、
中
堤
に
樹
立
さ
れ
た
も
の
が
転
落
し
た
状
況
と
推
察
さ
れ
た
。
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遺
跡
の
立
地
と
環
境

さ
き
た
ま

さ
さ

た
ま

鉄
砲
山
古
墳
は
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
に
属
す
る
前
方
後
円
墳

で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
に
至
る
ま
で
「
御
風
呂
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

昭
和
一

0
年
代
に
は
、
旧
忍
藩
の
砲
術
練
習
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
し
て

「
鉄
砲
山
」
の
名
称
が
あ
ら
わ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
墳
丘
は
後
円
部
西
側
か
ら
鞍
部

の
裾
が
土
取
り
さ
れ
て
い
る
が
他
は
良
好
に
残
っ
て
い
る
。
埼
玉
古
墳
群
内
で
は
二
子
山

古
墳
、
稲
荷
山
古
墳
に
次
ぐ
三
位
の
軸
長
を
も
ち
、
全
長
―
―
二
脳
、
後
円
部
径
五
六
賭
、

同
高
さ
九
、

0
燐
、
前
方
部
幅
七
三
妍
、
同
高
さ
一
四
・
六
五
脳
、
主
軸
方
向
角
は
座
標

北
—
三
―
―
-
•五度
ー
東
で
あ
る
。
墳
丘
内
部
の
調
査
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

埼
玉
古
墳
群
は
、
北
関
東
地
方
の
赤
城

・
榛
名
・
妙
義
の
山
地
と
秩
父
山
地
に
囲
ま
れ

た
利
根
川
中
流
域
の
低
地
帯
に
立
地
す
る
。
そ
の
位
置
は
、
後
世
武
蔵
国
と
呼
ば
れ
た
地

域
の
北
辺
に
な
る
。
埼
玉
県
北
部
の
利
根
川
右
岸
一
帯
は
北
西
ー
南
東
へ
傾
斜
す
る
沖
積

低
地
で
あ
る
が
、
行
田
市
周
辺
以
東
は
加
須
低
地
と
呼
ば
れ
、
大
宮
台
地
北
部
が
沈
降
し

て
沖
積
面
下
埋
没
し
た
埋
没
ロ
ー
ム
台
地
や
自
然
堤
防
、
河
畔
砂
丘
、
後
背
湿
地
な
ど
の

（註
1
)

地
形
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
埼
玉
古
墳
群
地
域
も
、
現
在
は
標
高
一
八
脳
の
低
平
地
で
あ

る
が
、
地
表
下
に
ロ
ー
ム
層
が
確
認
さ
れ
る
。
現
在
の
水
田
地
帯
に
も
古
墳
が
埋
没
し
て

（註
2
)

（註
3
)

い
た
り
、
古
墳
時
代
集
落
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
当
時
の
地
形
状
況
は
、
か
な
り
異
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
遺
跡
の
埋
没
例
や
関
東
造
盆
地
運
動
に
よ
る
地
盤
沈
下
を
考
え
て
も
、

埋
没
ロ
ー
ム
台
地
の
微
高
地
は
、
当
時
は
か
な
り
の
高
燥
地
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

埼
玉
古
墳
群
の
主
体
は
、
前
方
後
円
墳
八
甚
、
大
形
円
墳
一
基
と
小
円
墳
を
含
む
地
域

（註
4
)

で
あ
る
（
第
1
図
参
照
）
が
、
分
布
は
更
に
南
北
に
広
が
っ
て
い
る
。
奥
の
山
古
墳
南
側

III 

ウ

シ

か
ら
武
蔵
水
路
に
か
け
て
小
円
墳
と
前
方
後
円
墳
ら
し
い
大
人
塚
が
知
ら
れ
、
中
の
山
古

墳
の
東
側
に
、
地
籍
図
か
ら
前
方
後
円
墳
ら
し
い
戸
場
口
山
古
墳
が
あ
る
。
稲
荷
山
古
墳

か
ら
二
子
山
古
墳
に
か
け
て
の
空
間
地
に
麿
梅
塚

・
ボ

ッ
チ
山
・
天
王
山
・
天
祥
寺
裏
・

山
宮
古
墳
他
の
小
円
墳
が
あ
る
。
稲
荷
山
古
墳
の
北
東
部
一
帯
に
白
山
古
墳
（
径
三
〇
メ
ー
ト
ル
)
、

神
明
山
古
墳
（
周
堀
外
径
四
五
烙
、
航
空
写
真
に
よ
る
）
な
ど
の
中
形
円
墳
や
小
円
墳

（
跡
）
、
更
に
白
山
古
墳
北
方
に
径
四
〇
摺
程
の
円
丘
（
古
墳
か
？
迅
測
図
に
よ
る
）
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
稲
荷
山
古
墳
北
方
の
旧
忍
川
は
後
世
の
開
削
で
、
こ
れ
ら
は
地
形
的
に
は

同

一
平
地
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
墳
跡
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
含
め
て

、
前
方
後
円
墳
一

〇
基

（
推
定

二
）
、
円
墳
三
八
基
前
後
の
総
数
五
〇
基
程
度
の
古
墳
が
一
・
五
×
〇
•
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
古
墳
群
の
主
体
は
大
形
古
墳
が
集
中
す

る
東
西
六

0
0脳、

南
北
九

0
0脳
の
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
現
存
す
る
前
方
後
円
墳
に

つ
い
て
は
、
前
方
部
の
向
き
を
一
定
に
し
、
主
軸
の
方
向
角
、
形
態
、

規
模
が
い
く

つ
か

（註
5
)

の
群
に
分
か
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
調
査
で
前
方
後
円
墳
で
長
方
形

周
堀
を
も
つ
例
が
、
稲
荷
山
、
鉄
砲
山
、
愛
宕
山

の
各
古
墳
で
確
認
さ
れ
、
二
子
山
も
そ

の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
堀
を
含
め
る
と
相
互
に
か
な
り
密
接
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら

れ
る
。
発
掘
調
査
に
よ
り
、
五
世
紀
末
に
は
築
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
稲
荷
山
古
墳

（註
4
⑧
)

の
南
側
空
間
地
で
六
世
紀
前
半
の
小
古
墳
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
調
査
で
は
、

稲
荷
山
古
墳
が
最
も
古
く
、
以
後
南
側
に
継
続
的
に
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

東

・
南
側
に
同
一
平
地
を
も
ち
な
が
ら
、
分
布
域
が
散
在
せ
ず
、
密
接
し
て
い
る
の
は
高
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度
な
規
制
が
あ
り
、
計
画
、
規
格
性
を
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
将
軍
山
古
墳
は
甲
冑
、

銅
銃
、
装
飾
大
刀
、
金
銅
装
馬
具
、
蛇
行
状
鉄
器
、
金
製
玉
類
、
須
恵
器
な
ど
を
出
土
し

（註

6
)

た
。
全
長
一
〇
一
•
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
、
七
世
紀
前
後
に
は
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
墳
形
な
ど
も
新
し
い
ク
イ
プ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
大
形
前
方
後
円
墳
は
六
世
紀

代
に
集
中
し
て
作
ら
れ
、
な
お
七
世
紀
前
後
に
も
一

0
0妍
級
の
前
方
後
円
墳
を
も
っ
と

い
う
特
色
が
あ
る
。
辛
亥
銘
の
金
象
飯
銘
文
を
も
つ
鉄
剣
や
鏡
、
勾
玉
、
帯
金
具
の
他
、

豊
富
な
武
器
、
武
具
、
馬
具
、
エ
具
類
な
ど
を
出
土
し
た
稲
荷
山
古
墳
の
他
は
主
体
部
出

土
品
が
知
ら
れ
る
の
は
将
軍
山
古
墳
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
大
形
墳
の
形
態
、

埼
玉
古
墳
群
周
辺
に
は
、
低
平
な
同
一
平
地
で
あ
り
な
が
ら
最
遠
で
も
三
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

度
離
れ
、
大
形
前
方
後
円
墳
を
含
む
特
色
あ
る
古
墳
群
が
近
接
し
て
存
在
す
る
。

若
王
子
古
墳
群
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
東
方
約
一
キ
ロ以JVI
に
あ
り
、
前
方
後
円
墳
一
、
小
円

墳
一

0
が
知
ら
れ
て
い
る
。
若
王
子
古
墳
は
現
存
し
な
い
が
、
全
長
九
五
妍
、
後
円
部
高

七
、
四
摺
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
幅
二
、

甲
胄
、

七
2
加
の
横
穴
式
石
室
内
に
石
棺
が
あ
り
、
鏡
、

（註
4
④
)

刀
剣
類
、
馬
具
、
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
六
世
紀
後
半

の
古
墳
と
考
え
ら
れ
る
。
小
円
墳
も
現
存
し
な
い
が
、
六
世
紀
前
半
の
も
の
が
調
査
さ
れ

（註
7
)

て
い
る
。

若
小
玉
古
墳
群
は
埼
玉
古
墳
群
の
北
方
約
ニ
キ
ロ
2
加
に
あ
る
。
八
幡
山
古
墳
や
地
蔵
塚
古

墳
が
現
存
す
る
が
、

か
つ
て
は
前
方
後
円
墳
が
あ
り
、
全
長
七
ニ
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
五
•
四

（註
8
)

2
い
の
愛
宕
山
塚
古
墳
や
荒
神
山
古
墳
の
他
に
数
基
の
円
墳
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
八

幡
山
古
墳
は
直
径
七
四
妍
の
大
形
円
墳
で
、
旧
地
表
上
三
・
七
い
い
の
高
さ
を
床
面
と
す
る

全
長
一
六
・
七
以
加
の
三
室
構
造
の
大
形
横
穴
式
石
室
を
も
つ
。
銅
銃
、
漆
棺
片
と
付
属
金

具
、
装
飾
大
刀
、
銀
製
弓
弾
金
物
・
須
恵
器
な
ど
が
検
出
さ
れ
七
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ

規
模
、
密
接
分
布
な
ど
、
埼
玉
古
墳
群
の
特
異
性
は
極
立
っ
て
い
る
。

以
上
は
埼
玉
古
墳
群
と
そ
の
周
辺
に
近
接
す
る
、
大
形
前
方
後
円
墳
を
含
む
古
墳
群
の

概
要
で
あ
る
。
年
代
の
不
明
な
部
分
も
あ
る
が
、
特
に
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
後
の

大
形
前
方
後
円
墳
の
存
在
や
、

八
幡
山
古
墳
の
よ
う
な
巨
大
石
室
を
も
つ
大
形
円
墳
（
埴

輪
は
な
い
）
、
地
蔵
塚
古
墳
の
よ
う
な
方
墳
の
存
在
は
注
目
さ
れ
る
。
出
土
品
も
鏡
、
銅

錠
、
甲
胄
、
装
飾
大
刀
、
金
製
玉
類
、
蛇
行
状
鉄
器
、
銀
製
弓
弾
金
物
、
漆
棺
片
な
ど
の

特
色
あ
る
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
若
王
子
古
墳
石
室
と
八
幡
山
古
墳
石
室
の
石
材
使

（註
12
)

用
法
と
加
工
法
が
類
似
す
る
と
い
う
指
摘
や
漆
棺
は
畿
内
の
出
土
例
か
ら
高
貴
な
人
や
政

（註
13
)

治
的
に
高
位
の
人
の
墓
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
特
色
あ
る
古

墳
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
は
、
埼
玉
、
若
王
子
、
及
び
若
小
玉
、
小
見
古
墳
群
が
相
互
に

全
く
独
立
し
て
築
造
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
古
墳
分
布
と
そ
の
被
葬
者
一
族
の
勢
力

範
囲
と
の
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
行
田
市
東
方
古
墳
群
と
し
て

そ
の
動
向
が
探
ら
れ
る
べ
ぎ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
埼
玉
古
墳
群
の
特
色
は
、
六

前
後
に
は
前
方
後
円
墳
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（註
8
)

て
い
る
。
地
蔵
塚
古
墳
は
線
刻
壁
画
を
も
つ
横
穴
式
石
室
が
あ
り
、

（註
9
)

で
あ
る
。
若
小
玉
古
墳
群
は
地
割
か
ら
前
方
後
円
墳
ら
し
い
も
の
（
五
五
摺
程
度
）
を
含

一
辺
二
八
脳
の
方
墳

め
て
前
方
後
円
墳
三
、
円
墳
六
、
方
墳
一
の
構
成
で
、
六
世
紀
後
半
頃
に
成
立
し
、

七
世

小
見
古
墳
群
は
埼
玉
古
墳
群
の
北
方
三
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、
前
方
後
円
墳
二
、
円
墳
二

が
現
存
す
る
。
小
見
真
観
寺
古
墳
は
全
長
―
―
二
脳
の
前
方
後
円
墳
で
後
円
部
と
鞍
部
に

緑
泥
片
岩
一
枚
石
使
用
の
横
穴
式
石
室
が
あ
る
。
鞍
部
石
室
か
ら
銅
銃
、
甲
胄
、
鉄
鏃
、

（註
10
)

装
飾
大
刀
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
隣
接
し
て
虚
空
蔵
山
古
墳
が
あ
り
、
全
長
四

0
1

（註
11
)

五
〇
妍
の
前
方
後
円
墳
と
推
定
さ
れ
埴
輪
片
が
出
土
し
て
い
る
。
小
見
真
観
寺
古
墳
は
七

（註
12
)

世
紀
後
半
代
と
さ
れ
て
き
た
が
、
年
代
を
引
き
上
げ
る
考
え
も
出
さ
れ
て
い
る
。
七
世
紀

紀
後
半
の
新
し
い
時
期
に
ま
で
継
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
小
久
保
徹
）

最
も
新
し
い

時
期
に
は
隣
接
の
若
小
玉
古
墳
群
の
八
幡
山
古
墳
で
終
る
。

世
紀
初
頭
前
後
か
ら
七
世
紀
前
後
ま
で
継
続
し
、
相
互
に
密
接
し
て
、
計
画
的
大
形
古
墳

が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
大
形
古
墳
集
中
分
布
地
域
外
も
大
小
の
円
墳
が

群
在
し
て
広
い
地
域
が
古
墳
分
布
地
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
分
布

は
後
世
武
蔵
国
と
称
さ
れ
た
地
域
で
は
唯
一
で
あ
り
、
行
田
市
周
辺
地
域
の
み
を
支
配
し

た
豪
族
の
奥
津
城
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
埼
玉
、
若
王
子
、
若
小
玉
、
小
見
の
各
古
墳
群

を
一
体
と
し
て
考
え
る
所
以
で
あ
る
が
、
古
墳
分
布
か
ら
は
七
世
紀
代
に
変
動
が
あ
る
。

若
小
玉
古
墳
群
の
八
幡
山
古
墳
は
大
形
墳
丘
、
巨
大
石
室
や
漆
棺
の
存
在
な
ど
極
め
て
注

目
す
べ
き
内
容
を
も
つ
。
埼
玉
古
墳
群
が
主
体
を
占
め
て
い
た
大
形
古
墳
造
営
の
系
統
は
、

な
お
行
田
市
東
方
の
四
古
墳
群
の
他
に
も
古
墳
が
多
く
存
在
す
る
。
真
名
板
高
山
古
墳

は
全
長
九
〇
•
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
埴
輪
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
利
根
川
に
近
い
地
域

（
註
15
)

に
酒
巻
・
斉
条
古
墳
群
が
あ
る
。
酒
巻
一
号
墳
は
全
長
四
九
脳
の
前
方
後
円
墳
で
埴
輪
列

が
巡
り
、
横
穴
式
石
室
か
ら
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
七
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
る
。
隣

（
註
16)

接
す
る
、
と
や
ま
古
墳
も
全
長
六
九
2
加
の
前
方
後
円
墳
で
六
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
。

羽
生
市
内
に
も
全
長
六
三
駁

の
前
方
後
円
墳

（
毘
沙
門
山
古
墳
）
が
あ
る
。
六
世
紀
前
半

（
註
18)

（
註
19)

の
円
墳
と
し
て
は
大
稲
荷
一

号
墳
や
大
日
塚
古
墳
が
あ
る
。

県
北
部
の
利
根
川
右
岸
の
沖
稽
低
地
帯
に
は
熊
谷
・
行
田
・
羽
生

・
加
須
の
各
市
域
に

古
墳
群
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
利
根
川
の
氾
濫
を
受
け
易
い
地
域
で
あ
る
こ
と
は
、
以
後

の
沖
積
層
が
厚

い
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
古
墳
時
代
に
あ

っ
て
は
生
産
性
の
高

い
地
域
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
岸
の
群
馬
県
側
は
上
毛
野
地
方
の
古
墳
密
集
地
域
が
続
い
て

い
る
。
利
根
川
中
流
域
は
東
山
道
域
に
あ
た
り
西
方
文
化
の
回
廊
で
も
あ
り
、
行
田
市
周

辺
は
下
毛
野
と
房
総
地
方
へ
の
交
通
路
の
分
岐
点
に
も
あ
た
る
。
以
上
の
諸
要
素
は
埼
玉

古
墳
群
の
成
立
と
発
展
の
背
景
で
あ
る
。

註
13

註
14

註
15

註
16

註
17

註
18

註
19

註
6
註
7
註
8
註
9
註
10

註
11

註
12

註
5

註
1
註

2
註
3
註
4

堀
口
萬
吉
、
他

『
埼
玉
県
市
町
村
誌
第
20
巻
』

埼

玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年

『
斉
条
五
号
墳
発
掘
調
査
報
告
』
行
田
市
教
育
委
員
会
昭
和
三
十
九
年

『
小
針
遺
跡
の
調
査
A
地
区
』
行
田
市
教
育
委
員
会
昭
和
五
一
年

①

埼

玉

村
地
籍
図
②
明
治
一
七
年
測
量
迅
測
図
（
行
田
町
）
③
柴
田
常
恵
、
他

「
埼
玉
村
古
墳
群
調
査
表
」
昭
和
一

0
年
④
高
木
豊
一
二
郎

『
史
蹟
埼
玉
』
昭
和
―
一
年

⑤
『
埼
玉
県
史
第
一
巻
』
埼
玉
県
昭
和
二
六
年
⑥
昭
和
四
三
年
撮
影
航
空
写
真

⑦

『

埼
玉
県
追
跡
地
図
・
地
名
表
』

埼

玉

県

教

育

委

員

会

昭

和
五

0
年

⑧
「
天
王
山

・
梅
塚
古
墳
他
周
堀
発
掘
調
査
概
要
」
『
資
料
館
報
地

6
』

埼

玉

県

立

さ

き
た
ま
資
料
館

昭
和
五

0
年

⑨

『

野

合

遺

跡

・
原
第

II追
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
行
田
市
教
育
委
員
会

昭

和

五

四

年

⑩

『
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
年
報
昭
和
五
六
年
度
』

埼

玉
県
教
育
委

員

会

昭

和
五
八
年

①

『

埼

玉

稲

荷
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年
②
増
田
逸
朗

「
辛
亥
銘

鉄
剣
出
土
古
墳
の
概
要
と
埼
玉
古
墳
群
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー

ナ
ル

一
〇
一
号
』
昭
和
五
七
年

柴
田
常
恵

「
武
蔵
埼
玉
郡
将
軍
塚
」
『
人
類
学
雑
誌
二

O
I
二
三

一
号
』

明

治

三

九
年

「
愛
宕
通
遺
跡
」
『
年
報
四
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
昭
和
五
九
年

『
八
幡
山
古
墳
石
室
復
原
報
告
書
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年

「
地
蔵
塚
古
墳
」
『
新
編
埼
玉
県
史
資
料
編
二
』

埼

玉

県

昭
和
五
七
年

「
小
見
真
観
寺
古
墳
」
『
文
部
省
史
蹟
調
査
報
告
第
七
輯
』
文
部
省
昭
和
一

0
年

「
虚
空
蔵
山
古
墳

」

行

田

市
教
育
委
員
会
昭
和
五
九
年

小
川
良
祐
、
他
「
各
地
域
に
お
け
る
最
後
の
前
方
後
円
墳
ー
埼
玉
古
墳
群
周
辺
地
域
ー
」
『
古

代
学
研
究
第
一
〇
六
号
』

昭
和
五
九
年

中
里
寿
克
「
八
幡
山
古
墳
出
土
漆
棺
断
片
」
註
10
文
献
に
同
じ

田
中
一
郎

「
真
名
板
高
山
古
墳
」
『
埼
玉
県
指
定
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
集
』
昭
和
五
一
年

栗
原
文
蔵
「
行
田
市
酒
巻
古
墳
群
に
つ
い
て
」
『
埼
玉
県
地
域
研
究
会
発
表
要
旨
』
昭
和
四
四
年

柳
田
敏
司
、
他

『
と
や
ま
古
墳
』
昭
和
四
二
年

『
古
墳
調
査
報
告
書
北
埼
玉
地
区
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
三
八
年

栗
原
文
蔵
、
他

「
大
稲
荷
古
墳
群
に
つ
い
て
」
『
埼
玉
考
古
―
二
号
』
昭
和
四
九
年

『
大
日
種
子
板
石
塔
婆
お
よ
び
古
墳
の
調
査
』
行
田
市
教
育
委
員
会
昭
和
五
三
年
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昭
和
五
四
年
度
の
調
査
区
は
、
前
方
部
の
北
西
コ
ー
ナ
ー
北
側
の
墳
裾
及
び
周
溝
部
分

の
確
認
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
調
査
対
象
面
積
は
約
ニ
ニ

0
1ーら
で
あ

っ
た
。
鉄
砲
山
古
墳
の
周
溝
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
昭
和
四
三
年
に
前
方
部
北
方
地
区
等

に
ト
レ
ソ
チ
を
数
本
設
定
し
、
ご
く
小
規
模
な
調
査
を
実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
周
堀

の
状
況
は
判
然
と
せ
ず
、
二
重
の
周
堀
を
具
体
的
に
確
認
し
た
の
は
、
昭
和
五
四
年
度
の

先
述
し
た
と
お
り
、
昭
和
五
四
年
度
は
、
瓦
塚
古
墳
の
周
堀
に
つ
い
て
も
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
兼
合
い
も
あ
っ
て
本
、
鉄
砲
山
古
墳
の
調
査
面
積
は
約
ニ
ニ
〇
心
ー
ら
と

小
規
模
な
も
の
と
な
り
、
墳
丘
裾
と
道
路
沿
い
に
か
け
て
の
三
角
形
の
部
分
を
調
査
区
と

し
た
。
な
お
、
調
査
地
付
近
は
草
地
と
な
っ
て
お
り
、
楔
高
は
約
一
八
•
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

周

堀

及

び

中

堤

内
堀

(
S
A
)
は
調
査
区
東
南
側
の
約
半
分
の
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
。
幅
は
、
調
査
区
北

壁
の
部
分
の
堀
底
で
一
四

・
六
妍
を
測
る
。
立
上
り
の
状
況
は
、
墳
丘
側
で
は
約
三

0
度、

中
堤
側
は
上
方
で
や
や
屈
曲
し
傾
斜
は
弱
ま
る
が
、
約
六

0
度
の
角
度
で
立
上
が
っ
て
い

る
。
外
堀

(
S
C
)
は
調
査
区
内
北
西
の
狭
い
範
囲
で
確
認
し
た
が
、
外
側
の
立
上
り
ま
で

は
確
認
で
含
な
か
っ
た
。
各
堀
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
中
堤
上
面
（
ロ
ー
ム
検
出
面
）
か

調
査
が
最
初
で
あ
る
。

曰
前
方
部
西
側
調
査
区
（
昭
和
五
四
年
度
）

遺

構

IV
調

査

の

成

果

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
。t
 
ッ
ク、

ら
、
内
堀
で
六
〇
＼
九

0
代
屁
、
外
堀
で
七
O
S
八

0
代
店
を
測
る
が
、
内
堀
は
中
堤
寄

り
が
ふ
く
ら
み
を
持
つ
よ
う
に
、
ま
た
、
墳
丘
寄
り
の
部
分
は
な
だ
ら
か
に
浅
く
な
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
堀
底
で
は
部
分
的
に
十
数
代
妬
程
度
の
凹
凸
が
あ
る
も

の
の
、
極
端
に
段
が
付
い
た
り
す
る
部
分
は
な
い

。
外
堀
は
中
堤
寄
り
約
三
以
い
の
部
分
は

外
方
と
ご
く
わ
ず
か
な
段
を
有
し
、
序
々
に
浅
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

内
、
外
堀
の
覆
土
の
状
況
（
第
4
図
）
は

、
検
出
面
以
下
、
約
二
〇
心
レ
砂
の
厚
さ
で
や

や
粘
性
の
あ
る
褐
色
土
、
そ
の
下
に
約
三
〇
心
レ
吟

の
厚
さ
で
少
量
の
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
暗

褐
色
土
、
最
下
層
は
有
機
物
や
ロ
ー
ム
プ
ロ

ソ
ク
を
含
む
暗
褐
色
土
、

叉
は
ロ
ー
ム
プ
ロ

ロ
ー
ム
粒
を
多
量
に
含
む
茶
褐
色
が
堆
積
し
て
い
る
の
が
標
準
的
な
状
況
で
あ
っ

中
堤
(
S
B
)
は
検
出
面
で
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
基
部
で
七
•
五
脳
で
あ
る
が
、
後
円
部
東
側
（
昭

和
五
八
年
度
）
調
査
区
で
の
中
堤
の
検
出
幅
と
は
大
分
差
が
あ
り
、
内
堀
底
の
中
堤
寄
り

の
部
分
が
ふ
く
ら
み
を
持
つ
よ
う
な
状
況
や
外
堀
底
の
中
堤
寄
り

の
部
分
が
わ
ず
か
に
段

差
を
持
ち
洩
く
な
る
こ
と
は
、
中
堤
が
崩
壊
し
、
本
来
的
な
形
状
で
な
い
こ
と
を
物
語
っ

そ

の

他

の

遺

構

周
堀
及
び
中
堤
以
外
の
遺
構
で
は
、
小
規
模
な
溝

(
S
D
)
が
あ
り
、
内
堀
底
か
ら
六
基

(S
D
O
O
3
¥
0
0
8
)
外
堀
底
か
ら
二
基

(
S
D
o
o
1
S
o
o
2
)
合
計
八
基
が
発
見
さ

れ
た
。

(S
D
0
0
8
)
は
直
線
的
で
四
五
＼
六
五
代
店
の
幅
を
持
ち
、
深
さ
は
二
〇
＼
三
〇

和
し
砂
墳
裾
寄
り
の
内
堀
底
で
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
根
切
溝
等
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
他
、
(S
D
O
O
3
)
は
幅
が
狭
い
と
こ
ろ
で
三

0
代
悩
広
い
と
こ
ろ
で
一

・
三
脳
を
測
り
、

ご
く
浅
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
S
D
o
o
1
1
0
0
2
等
は
、
検
出
面
で
の
幅
は
五
〇
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内
堀

(
S
A
)
は
調
査
区
の
墳
丘
側
約
三
分
の

一
の
範
囲
で
確
認
さ
れ
た
。

用
さ
れ
て
い
た
。

叱

tY砂
前
後
で
、
直
線
的
な
あ
り
方
を
示
し
て
お
り
、
深
さ
は
検
出
面
か
ら
、
深
い
も
の
で

五
〇
心
tY咋
、
浅
い
も
の
で
数
代
店
で
あ
る
。

以
上
、

溝
に

つ
い
て
は
い
づ
れ
も
、
周
堀
覆
土
中
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
が
周
堀
底

に
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
時
期
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
直
接
古
墳
に
関
連
す
る
可
能

後
円
部
東
側
の
調
査
は
、

か
つ
て
実
施
し
た
昭
和
五
四
年
度
の
前
方
部
西
側
の
調
査
で
、

鉄
砲
山
古
墳
が
二
重
周
堀
を
有
す
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
稲
荷
山
古
墳
な

ど
と
同
様
、
長
方
形
の
平
面
形
態
な

の
か
否
か
を
確
認
す
る

の
を
主
目
的
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。

高
は
約
一
八
•
四
メ
ー
ト
ル
（
前
方
部
西
側
と
同
様
）
で
あ
っ
た
が
、

周
堀
及
び
中
堤

か
つ
て
は
陸
田
と
し
て
利

堀
底
に
達
す
る
溝
や
土
壊
が
各
所
に
発
見
さ
れ
、
内
堀
と
近
い
時
期
と
思
わ
れ
る
溝
も

あ
る
が
、
多
く
は
耕
作
土
と
同
様
な
灰
色
系
の
粘
質
土
あ
る
い
は
ロ
ー
ム
プ
ロ

ッ
ク
を
含

む
黒
色
土
を
覆
土
と
す
る
も
の
で
、
耕
作
や
開
墾
に
係
る
と
判
断
さ
れ
、
特
に
調
査
区
南

半
部
分
に
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
溝
や
土
城
の
た
め
、
全
体
的
な
遺
存
状
況
は
決
し
て
良

好
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
提

(
S
B
)
の
立
上
り
部
分
も
、
こ
れ
ら
の
溝
、

土
城

の
他
、

自
然
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
か
、
遺
存
も
良
く
な
い
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、

ほ
ぽ

各
所
に
大
小
の
攪
乱
坑
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
た
。

の
内
外
各
立
上
り
部
分
も

同
様
で
、
そ
の
直
線
的
な
状
況
を
併
せ
考
え
れ
ば
、

盾
形
、
周
溝
で
あ
れ
ば
湾
曲
を
描
い

て
し
か
る
べ
き
部
分
の
調
査
区
で
あ
る
の
で
本
古
墳
の
周
堀
が

二
重
か

つ
長
方
形
で
あ
る

墳
丘
側
の
立
上
り
に
つ
い
て
は
、
墳
裾
部
に
設
定
し
た
五
基
の
小
規
模
な
ト
レ
ソ
チ

(
1
¥5rre.
）
に
よ
り
確
認
を
試
み
た
が
、
根
切
溝
と
思
わ
れ
る
溝
に
破
壊
さ
れ
て
い
る

部
分
も
あ
り
、

4
、
5Tre
内
で
は
比
較
的
良
好
に
検
出
で
き
た
が
、

�
�
�
�
�
^
�
�
�
T
�
r
�
e

内
で
は
明

確
に
で
き
な
か
っ
た
。

内
堀
の
幅
に
つ
い
て
は
、
中
堤
と
後
円
部
間
の
最
も
狭
く
な
る
部
分
の
堀
底
で
約
一

0
、

代
店
、
洩
い
部
分
で
約
六

0
代
店
で
、
調
査
区
内
東
の
部
分
は
、
他
の
部
分
よ
り
一

〇

心
レ
呼
前
後
浅
く
な
っ
て
お
り
、
中
堤
付
近
で
は
、
中
堤
に
向
い
、
ゆ
る
や
か
に
浅
く
な
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
あ
る
が
、
極
端
な
段
差
ほ
認
め
ら
れ
ず
、
全
体

内
堀
覆
土
の
状
況
は
、
調
査
区
の

西
壁
で
観
察
し
た
（
外
堀
に
つ
い
て
も
同
様
）
。
上

部
に
は
、
各
所
で
厚
さ
は
異
な
る
が
最
高
六
〇
北
レ
砂
芝
地
整
備
の
際
の
山
砂
な
ど
砂
岩
の

客
土
が
存
在
し
、
そ
の
下
に
陸
田
の
耕
作
土
と
思
わ
れ
る
粘
土
が
約
三
〇
心
し
砂
の
厚
さ
で

存
在
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
灰
茶
褐
色
及
び
灰
褐
色
土
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
ー
ニ
〇

心
レ
砂
の
厚
さ
に
堆
稼
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
下
が
本
来
的
な
堀
の
覆
土
で
あ
る
。
こ
の
二

層
を
ま
と
め
覆
土
上
層
と

し
た
が
、
そ
の
下
で
は
暗
灰
茶
褐
色
土
、
及
び
黒
灰
色
土
が
存

在
し
、
覆
土
下
層
土
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
大
層
の
黒
灰
色
土
に
は
部
分
的
に
ロ

ー
ム
粒
を
多
量
に
含
む
部
分
が
見
受
け
ら
れ
た
。
以
上
が
標
準
的
な
堆
釈
状
況
で
あ
る
が
、

的
に
は
、
ほ
ぽ
平
坦
と
言
っ

て
よ
い
状
況
で
あ

っ
た。

調
査
対
象
面
積
は
約
一

、

性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

-
�
�
0
�
0
�
^
s
e
ｹ

メ
ー
ト
ル
で

、
調
査
地
付
近
は
芝
地
と
な
っ
て
お
り
、

標

七
脳
を
測
る
。
深
さ
は
、

ロ
ー
ム
検
出
面
（
中
堤
上
面
）
か
ら
、
深
い
部
分
で
約
八

〇

（
二
）

後
円
部
東
側
調
査
区
（
昭
和
五
八
年
度
）

と
判
断
す
る
に

十
分
な
状
況
で
あ
る
と

言
え
る
。

直
線
的
な
状
況
が
看
取
さ
れ
、
後
述
す
る
が
、
外
堀

(
S
C
)
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中
堤

(
S
B
)
表
土
か
ら
浅
い
位
置
に
存
在
す
る
た
め
か

、

か
な

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

察
で
き
る
部
分
は
少
な
か
っ
た
。

あ
る
が
東
に
至
っ
て
わ
ず
か
に
中
堤
側
に
屈
曲
気
味
で
あ
る
。

立
痕
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

S
D
O
O
3
は
内
堀
の
中
央
に
、

る。 査
区
東
半
部
分
で
や
や
浅
く
な
り
、

く
な
っ
て
い
る
。
中
堤
寄
り
は
内
堀
と
同
様
、

認
め
ら
れ
、
外
側
立
上
り
付
近
で
も
、

み
を
持
つ
よ
う
に
浅
く
な
る
部
分
が
認
め
ら
れ
、

ら
ず
、

く
つ
か
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

と
の
最
も
狭
い
部
分
及
び
中
堤
基
部

の
幅
の
数
値
と
近
似
す
る
数
値
で

あ
る
。

存
し
て

い
た
。

外
堀

(
S
C
)

は
調
査
区
の
東
＼
南
部
に
か
け
て
確
認
さ
れ
た
。

内
堀
と
同
様
の
溝
や

土
墳
が
見
ら
れ
る
が
、
数
は
少
な
く
、
堀
底
の
遺
存
状
況
は
内
堀
に
比
べ
良
好
と

言
え
る
。

中
堤
側
の

立
上
り
は
、
溝

に
よ

る
破
損
の
他
、
内
堀
同
様
、
自
然
に
崩
壊
を
起
こ
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
、

遺
存
は
良
く
な

い
。
外
堀
の
外
側
の

立
上
り
も
調
査
区
南
部
で
、
抜

根
と
思
わ
れ
る
攪
乱
坑
に
よ
り
遺
存
状
況
は
良
く
な
い
が
、
東
部
で
は
比
較
的
良
好
に
遺

外
堀
の
幅
は
堀
底
で
約
一

O
・
六
燐
で
各
部
分
ほ
ぽ

一
定
し
て
お
り
、
内
堀
の
後
円
部

外
堀
の
深
さ
は
検
出
面
（
中
堤
ロ
ー
ム
層
上
面
）
か
ら
五
〇
～
六

0
代
妬
を
測
り
、
調

ま
た
、
内
堀
と
比
較
す
る
と
、
最
裔
一
五
心
レ
竺
程
浅

わ
ず
か
に
ゆ
る
や
か
に
浅
く
な
る
傾
向
が

な
だ
ら
か
に
浅
く
な
っ
て
お
り
、
部
分
的
に
膨
ら

や
や
粗
雑
な
掘
り
込
み
方
の
部
分
が
あ

な
お
、
外
堀
の
外
方
部
分
は
発
掘
で
き
た
面
稼
は
わ
ず
か
で
あ

っ
た
が
、
埴
輪
等
の
樹

外
堀
の

覆
土
は
客
土
及
び
耕
作
土
が
上
部
に
あ
り
、
そ
の
下
が
本
来
的
な
覆
土
と
な

っ

て
い
る
。
上
か
ら
灰
褐
色
土
覆
土
上
層
、
暗
灰
茶
褐
色
土
、
黒
灰
色
土
覆
土
下
層
の
順
と

な
っ
て
い
る
が

、
内
堀
で
は
覆
土
上
層
の
上
半
分
を
形
成
し
て

い
た
灰
茶
褐
色
土
は
見
当

ま
た
、
各
所
に
攪
乱
坑
や
溝
、
土
塙
が

か
か
り
、
良
好
な
状
態
で
堆
稼
状
況
を
観

溝
や
土
堀
に
よ
り
、

り
破
壊
を
受
け
て
い
る
。
内
堀
側
肩
部
は
少
な
く
と
も
五
回
程
度

の
掘
り
直
し

の
認
め
ら

れ
る
溝

(S
D
o
o
1
)
が
あ
り
、
北
の
部
分
で
は
抜
根
と
思
わ
れ
る
撹
乱
坑
も
存
在
す
る
。

外
堀
側
は
内
堀
側
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
同
様
に
溝

(S
D
o
1
4
、
0
1
9
)

に
よ
り
破
壊

さ
れ
て
お
り
、

遺
存
は
よ
く
な
く
、
南
の
部
分
は
自
然
崩
壊
に
よ
る
も
の
か
、
基
部

（
立

上
り
部
分
）

の
レ
ベ
ル
ま
で
ロ
ー
ム
が
失
な
わ
れ
て
い
る
。
中
堤
の
幅
は

、
こ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
最
も
遺
存
状
況
の
良
い

、
調
査
区
中
程
の
基
部
で
一
―

.
0
”JVI
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
調
査
区
西
部
中
堤
寄
り
の
外
堀
底
か
ら
転
落
し
潰
れ
た
状
況
で
出
土
し

た
円
筒
埴
輪
は
、

か
つ
て
中
堤
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
物
語
る
も

の
で

あ
る
。

そ
の
他
の
遺
構

周
堀
及
び
中
堤
以
外
の
遺
構
と
し
て
は
多
数
の
溝

(
S
D
)
及
び
土
城

(S
H
)
が
あ
る

が
、
多
く
は

、
耕
作
土
中
か
ら
掘
込
ま
れ
、
直
接
古
墳
と
係
わ
り
を
持
つ
と
は
思
わ
れ
な

い
。
検
出
さ
れ
た
総
数
は
溝
約
二

0
基
、
土
堀
約
四

0
基
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
い

発
見
さ
れ
た
溝
の
中
で

古
墳
と
近
い
時
期
と
思
わ
れ
る
溝
や
土
堀
が
何
基
か
存
在
し
注

目
さ
れ
る
。

中
堤
と
平
行
に
発
見
さ
れ
、

検
出
面

（堀
底）

幅
約
六
〇
心レ砂

、
底
面
幅
約
三

0
代
店

、
深
さ
約
三
〇
＼
四
五
代
店
で

、
断
面
は
縦
長
の

逆
台
形
を
呈
す
る
。
調
査
区
内
で

は
中
堤
と
墳
丘
の
中
ほ
ど
に
あ

っ
て
直
線
的
な
状
況
で

こ
れ
は
内
堀
覆
土
下
層
と
同
様
の
土
で
あ
り
、
あ
ま
り
磨
滅
の
見
ら
れ
な

い
埴
輪
の
大

形
の
破
片
を
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
内
堀
が
土
砂
で
埋
ま
り
始
め
る
頃
に
は
す
で
に
開
削

S
D
0
0
4
、
0
0
6
は
内
堀
底
の
墳
丘
寄
り
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
墳
丘
に
沿
う
よ
う

で
の
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ク
状
に
含
む
粘
土
を
覆
土
と
し
て
い
た
。

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
耕
作
土
中
か
ら
掘
込
ま
れ
た
も
の
で
粘
土
、

S
D
o
1
7
は
上
端
幅

D
O
O
3
と
同
様
、

れ
る
も
の
で
あ
る
。

S
D
O
1
1
、
0
1
2

は
調
査
区
の
北
部
内
堀
底
で
発
見
さ
れ
、

0
0
4
、
0
0
6
と
同
様
墳
丘
に
沿
い
弧
を
描
く
溝
で
あ
る
。

S
D
o
1
ー
は
検
出
面
で
の

幅
二
〇
＼
六
〇
心iy砂
、
深
さ
は
最
高
一

〇
心iy低
で
底
部
に
凹
凸
が
あ
り
、

ト
を
伴
う
よ
う
で
あ
り
、

S
D
o
1
2
は
検
出
面
で
の
幅
約
四

0
代
后
、

和レ砂
、

不
整
形
の
ピ

ッ

長
さ
は
約
六
燐
で
あ
る
。

S
D
O
1
1
、
0
1
2
の
覆
土
も
S
D
O
O
3
と
同
様
で
あ

っ
た
。
こ

の
他
墳
裾
部
に
設
定
し
た

1
S

5
咋
内
で
発
見
さ
れ
た
溝
の
中
に
は
、
根
切
溝

に
加
え
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
覆
土
を
有
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
各
所
で
発
見
さ
れ
た
溝
は
耕
作
土
か
ら
掘
り
込
ま
れ
て
お
り
、
耕
作
土
と
同

様
の
灰
色
系
の
粘
質
土
を
主
体
と
し
、

近
が
か
っ
て
陸
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
用
排
水
路
や
井
戸
跡
の

と
も
五
回
前
後
の
掘
り
直
し
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
上
端
の
最
大
幅
は
約
二
脳
、
平
均
約

一
・
八
摺
で
、
深
さ
は
中
堤
上
面
（
ロ
ー
ム
検
出
面
）

•
三
～
一

か
ら
、
深
い
と
こ
ろ
で
一

・
ニ
烙

•
五
メ
ー
ト
ル
、
底
面
幅
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
断
面
箱
薬
研
状

あ
溝
を
「
コ
」
の
字
形
に
一
―
―
基
連
結
さ
せ
、
中
堤
上
の
外
堀
側
肩
部
を
破
壊
し
て
配
置
さ

ロ
ー
ム
土
を
プ
ロ

ッ

の
り
、

ロ
ー
ム
層
下
の
乳
灰
色
の
粘
土
層
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

S
D
O
O
ー

は、

中
堤
肩
部
を
破
壊
し
て
耕
作
土
中
か
ら
開
削
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く

（
杉
崎
茂
樹
）

中
堤
寄
り
で
発
見
さ
れ
た

•
五
メ
ー
ト
ル
の
不
整
円
形
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た
掘
込
み
で
あ
る
。
S
H
〇
一
一
は
内
堀

内
東
部
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
長
軸
長
―
•
五
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
の
平
面
プ
ラ
ン
を
有
し
、
深

さ
は
約
八
〇
心
レ
砂
で
あ
る
。
覆
土
は
内
堀
覆
土
下
層
に
近
い
色
調
で
、
そ
の
埋
没
時
期
は

内
堀
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

埴
輪
片
を
出
土
す
る

の
で
先
行
す
る
可
能
性
は
な
い
。

S
H
o
1
5
、
0
1
6
も
内
堀
調
査
区
東
部
で
発
見
さ
れ
た
。

S
H
o
1
5
は
直
径
約
八
〇

H
S
O
3
5
は
中
堤
上
で
発
見
さ
れ
た
も

の
で
直
径
約
八
〇
心
レ
呼
、
底
径
ほ
六
五
代
后
、

深
さ
は
約
一
賭
で
あ
る
。

S
H
O
3
9
は
外
堀
内
調
査
区
東
部
で
発
見
さ
れ
た
。

灰
色
系
の
粘
土

を
覆
土
と
し
て
お
り
、
確
実
に
古
墳
に
関
連
す
る
も
の
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
土
脳
に
つ
い
て
は

S
H
o
1
ー

を
除
き
大
部
分
が
耕
作
土
同
様
、

八

O
gレ砂
の
楕
円
形
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
新
し
い
時
期
の
も
の
と
判
断
さ
れ
、
付

直
径
約

代
妬

の
円
形
で
袋
状
の
掘
込
み
で
あ
り
、

S
H
o
1
6
は
S
H
O
O
3
を
切
る
。

深
さ
は
一

〇

最
大

S
D
 

セ
ン
サ
、
ー

メ
ー
ト

深
さ
は
六
〇
心レ砂

で
あ
る
。
S
H
o
o
8
は
内
堀
内
、

堀
覆
土
下
層
と
同
様
の
黒
灰
色
で
あ
り
、

時
期
と
も
同
様
と
判
断
さ

四
〇
心
レ
砂
、

心
レ
砂
で
、
底
面
幅
は
約
二

O
S
三
〇
心レ砂
、
深
さ
は
両
者
と
も
ご
く
浅
い
。
覆
土
は
、

s
 

判
断
さ
れ
る
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

S
H
o
o
1
、
0
0
2
は
内
堀
内
西
部
で
発
見

さ
れ
た
も
の
で
、
S
H
O
O
ー

は
長
軸
長
約
一
以
加
の
楕
円
形
、

の
不
整
円
形
で
あ
る
。

S
H
o
0
5
は
S
D
0
0
5
と
切
り
合
う
も
の
で
、

底
面
幅
一
五
＼
三

0
代
后
、

H
D
0
0
6
は
検
出
面
で
の
幅
約
四
〇
＼
五
〇

に
弧
を
描
く
平
面
形
態
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

S
D
0
0
4
は
検
出
面
で
の
幅
約
三
〇

土
壊
は
調
査
区
各
所
で
認
め
ら
れ
た
が
、

S
H
o
o
2
は
直
径
約
一
妍

直
径
約
七

〇

一
部
の
渦
の
よ
う
に
周
堀
の
時
期
に
近
い
と
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前
方
部
西
側
調
査
区
（
第

10
図
＼
第

15
図
）

ョ
コ
ナ
デ
に
よ
る
仕
上
げ
の
記
述
は
一
切
省
略
し
た
。

タ
ガ
は

18
、
21
、
22
の
よ
う
に
、

は
い
ず
れ
も
円
形
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ

（
わ
ず
か
に
左
傾
す

16
S
67
は
円
筒
埴
輪
体
部
破
片
で
あ
る
。

ス
カ
ツ
の
部
分
の
破
片
が
あ
る
が
、

ス
カ
シ

は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
り
仕
上
げ
る
こ
と
に
例
外
は
な
い
。

ま
た
、

6
、
8
、
12
、
15
の
よ
う
に
端
面
の
両
端
部
ま
た
は
片
方

体
部
上
位
以
上
を
欠
く
円
箇
埴
輪
（
第

16
図
1
)
は
、
中
堤
上
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
と
思

前
方
部
西
側
及
び
後
円
部
東
側
両
調
査
区
で
出
土
し
た
遺
物
の
う
ち
、
最
も
点
数
も
多

か
っ
た
の
が
埴
輪
片、

堤
上
に
、

の
と
理
解
で
き
る
。

と
り
わ
け
、
円
筒
埴
輪
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
両
調
査
区
と

も
、
大
部
分
が
周
堀
部
分
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
埴
輪
の
樹
立
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
中

そ
の
痕
跡
も
な
く
、
全
て
が
、
墳
丘
上
方
、
あ
る
い
は
中
堤
上
に
か
つ
て
樹
立

前
方
部
調
査
区
で
は
、
内
堀
の
墳
丘
寄
り
の
覆
土
中
か
ら
比
較
的
多
数
の
破
片
が
出
土
、

ま
た
、
後
円
部
東
側
調
査
区
で
も
内
堀
の
墳
丘
寄
り
で
の
出
土
点
数
が
比
較
的
多
か
っ
た

が
、
こ
れ
ら
の
破
片
は
、
墳
丘
上
方

に
樹
立
さ
れ
て
い
た
も
の
が
破
損
し
落
ち
込
ん
だ
も

ま
た
、
後
円
部
東
側
調
査
区
の
外
堀
底
、
西
部
中
堤
寄
り
で
潰
れ
た
状
態
で
出
土
し
た

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
出
土
状
況
で
あ
っ
た
か
ら
、
完
形
品
は
も
ち
ろ
ん
、
完
形
に
近
い
形
に
復
元

可
能
な
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
個
々
の
細
部
に
つ
い
て
は
観
察
表

(38
ペ
ー
ジ
以
下
）

に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
の
で
、
以
下
観
察
表
と
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
図
の
番
号

の
順
を
追

っ
て
概
述
す
る
。
な
お
、
ロ
縁
端
部
及
び
タ
ガ
部
分
は
例
外
な
く
ョ
コ
ナ
デ
で

仕
上
げ
る
（
実
測
図
で
は
断
面
、
細
線
の
範
囲
）
の
で
、
観
察
表
で
は
こ
れ
ら

の
部
分
の

面
を
形
成
し
て
い
る
。
全
体
に
粗
雑
さ
が
目
立
つ
作
り
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
た
も
の
が
破
損
、
転
落
し
、
埋
蔵
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（一）

埴

輪

遺

物

出
土
し
た
の
は
円
簡
埴
輪
ば
か
り
（
多
数
の
中
に
は
形
象
の
台
部
も
あ
ろ
う
が
）
で
形

象
埴
輪
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
あ
る
程
度
、
形
態
の
判
明
し
た
の
は
ー
の

み
で
あ
る
。
復
原
口
縁
径
約
四

0
代
妬
、

上
か
ら

2
段
目
、

3
段
目
に
楕
円
形
の
ス
カ
ッ

が
あ
け
ら
れ
て
い
る
（
比
較
的
形
態
の
わ
か
る
上
か
ら
二
段
目

の
ス
カ
ツ
は
九
・

五
X

八

土
紐
を
貼
り
付
け
、
そ
の
周
囲
を
ョ
コ
ナ
デ
（
範
囲
は
断
面
図
横
の
細
線
の
間
、
以
下
、

口
縁
部
等
の
破
片
に
つ
い
て
も
同
じ
）

に
も
作
り
出
さ
れ
る
。

分
で
あ
る
。

に
よ
り
仕
上
げ
ク
ガ
（
凸
帯
）
と
し
て
い
る
。
ク

ガ
の
断
面
は
偏
平
で
く
ず
れ
た
「

M
」
字
形
を
呈
す
る
。
口
縁
部
は
、
体
部
か
ら
な
め
ら

か
に
外
反
気
味
に
開
き
、
内
外
を
ョ
コ
ナ
デ
に
よ
り
仕
上
げ
て
お
り
、

2
S
15
は
円
筒
埴
輪
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。

4
、
5
、
7
、
8
の
よ
う
に

1
と
同
様
、

わ
ず
か
に
外
反
気
味
に
な
め
ら
か
に
開
く
も
の
、

2
、
3
、
9
、
12
の
よ
う
に

わ
ず
か
に
屈

曲
気
味
に
開
く
も
の
の

二
者
が
大
半
を
占
め
る
が
6
の
よ
う
に
端
部
が
水
平
に
近
い
位
に

ま
で
屈
曲
し
開
く
も
の
も
存
在
す
る
。
端
面
は
凹
み
方
の
程
度
に
差
が
あ
る
が
、

が
外
方
に
小
さ
く
突
出
気
味
の
も
の
が
あ
る
。
外
面
の
タ
テ

ハ
ケ
メ
は
4
、
5
、
6
、
14
の

よ
う
に
左
傾
す
る
も
の
が
あ
り
、
内
面
は
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
を
基
調
と
し
て
い
る
。
端
部
内
外

る
も
の
も
あ
る
）
、
内
面
は
ヨ
コ
な
い
し
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

メ
に

よ
り
仕
上
げ
る
も
の
が
大
部

ご
く
偏
平
で
、

わ
ず
か
に
凹
む
端

く
ず
れ
た

い
ず
れ

「
M
」
字
形
を

工
人
の
手
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
）
を
施
し
た
後
、

―

-
1
―
二
心
レ
砂
の
間
隔
で
粘

.
0
特
泊

の
楕
円
形
）

。
外
面
は
タ

テ
ハ
ケ
メ

（口
縁
部
は
右
傾
す
る

の
で
、

左
き
き

の
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で
あ
る

明
し
た
も
の
は
、

に
着
目
す
る
と
、

に
五
和
し
吟
以
下

の
も
の
な
ど
、

よ
う
に
、
禾
本
科
植
物
の
茎
と
思
わ
れ
る
捧
状
の
圧
痕
が
残
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

後
円
部
調
査
区
で
は
円
筒
埴
輪

(1
S
1
4
0
)
の
他

に
形
象
埴
輪
が
数
点
が
あ
る
が

、

種
類
の
判
明
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
円
筒
埴
輪
で
も
、
あ
る
程
度
形
態
の
判

1
が
そ
の
数
少
な
い
一
個
体
で
あ
り
、
調
査
区
内
西
部
の
外
堀
底
か
ら
出
土
し
た
も
の

る
。

（
第

16
図
参
照
）
。
復
元
底
径
約
二
八
代
店
、
底
部
か
ら
高
さ
四
四
代
妬
遺
存
し

て
お
り
、
下
か
ら
三
段
目
に
一
対
の、

さ
ら
に
一
段
あ
け
五
段
目
に
三
段
目
と
対
称
位
置

に
円
形
の
ス
カ
シ
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
遺
存
し
て
い
る
部
分
ら
復
元
す
る
と
径
は
約

5

心
レ
砂
と
思
わ
れ
る
。
外
面
は
タ

テ

ハ
ケ
メ
を
施
し、

粘
土
紐
を
八

1
-
0
心
レ
砂
間
隔
に
貼

り
付
け
ョ
コ
ナ
デ
を
行
い
断
面
が
偏
平
の
「

M
」
字
形
の
タ
ガ
に
仕
上
げ
て
い
る
。
内
面

は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
に
よ
る
仕
上
げ
、
底
面
に
は
禾
本
科
植
物
の
茎
と
思
わ
れ
る
棒
状
の
圧

痕
が
残
さ
れ
て
い
る
。
灰
＼
茶
褐
色
を
呈
し
て
お
り
、
茶
褐
色
を
呈
す
る
。
前
方
部
西
側

わ
ず
か
に
一
個
体
に
す
ぎ
な
い
。

形
と
な
る
も
の
も
わ
ず
か
に
あ
る
。

タ
ガ
は

40
、
41
、
42
な
ど
、
ご
く
偏
平
で
、

し
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
を
施
す
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

へ
の
わ
ず
か
な
傾
斜
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、

124
¥
133
は
外
堀
覆

タ
テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
は
ヨ
コ
な
い

38
、
87
S
102
は
外
堀

後
円
部
東
側
調
査
区
（
第

16
図

1
第

23
図
）

に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

10
、
17
の
よ

う
に
端
面
が
ほ
ぽ
平
坦
で
、

端
部
が
丸
味
を
持
つ
も
の
な
ど
、

う
に
突
出
気
味
の
も
の
と
、

覆
土
内
、

主
体
と
し
、

土
内
、

3、

16
、
26
の
よ
う
に
比
較
的
平
坦
な
も
の
も
あ
り
、

45
、
46
、
5
3
の

よ
う
に
ご
く
偏
平
な
台
形
の
も
の
や
、

ま
た
、

処
理
の
仕
方

38
S
120
は
円
筒
埴
輪
体
部
破
片
で
あ
る
。

3
9
S
8
6
は
内
堀
覆
土
内
、

103
S
110
は
堀
底
の
溝
覆
土
内
の
出
土
で
あ
る
。
外
面
は

57
、
79
の
よ
う
に
左
右

く
ず
れ
た
「

M
」
字
形
を
呈
す
る
も
の
を

50
、
90
の
よ
う
に
三
角

ス
カ
シ
は
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
円
形
と
思
わ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

111
S
137
は
円
箇
埴
輪
底
部

の
破
片
で
あ
る
。

111
S
123
は
内
堀
覆
土
内
、

134
S
137
は
堀
底
の
溝
覆
土
内
の
出
土
で
あ
る
。

外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
、
内
面
は
ヨ

コ
な
い
し
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
を
施
し
仕
上
げ
る
が
、

112
、
121
、
124
、
126
の
よ
う
に
最
下
部
に
オ

ハ
リ
エ
ー
シ

ョ
ソ
が
あ
る
。

底
面
に
は
、

9
、
6
、
2
の

6

7

8

 

端
面
は
、

わ
ず
か
に
凹
む
も
の
が
大
部
で
あ
る
が
、

そ
の
両
端
部
が

4
、
5
、

7
の
よ

68
、
71
、
73
な
ど
の
よ
う
に
八

¥
-
0
代
版
の
も
の
や
、

69
、
76
の
よ
う

単
純
に
分
類
し
ぎ
れ
な
い
。

体
部
の
記
述
部
分
で
述
べ
た
以
外
の
形
態
の
も
の
は
な
い
が
、
最
下
位
の
タ
ガ
と
底
面
間

よ
う
に
小
さ
く
屈
曲
気
味
に
開
く
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
両
者
の
中
間
的
な
も
の
も
あ
り
、

ケ
メ
の
も
の
が
多
い
が
、

71
、
77
、
78
等
は
最
下
部
に

ュ
ビ
オ
サ
工
痕
を
残
す
。

タ
ガ
は

8、

12
の
よ

う
に

、

わ
ず
か
に
外
反
気
味
に
な
め
ら
か
に
開
く
も
の
、

、
0
、
7
、

6
の

1

1

3

 

3
 

6
8
S
8
6
は
円
筒
埴
輪
底
部

の
破
片
で
あ
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
、

内
面
は
ナ
ナ
メ
ハ

コ
ハ
ケ
メ
を
施
し
、
端
部
内
外
を
ョ
コ
ナ
デ
し
て
仕
上
げ
る
。

ロ
緑
の
開
き
方
は
、

外
面
は

4、

7
、
21
の
よ

う
に
左
傾
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

呈
す
る
も
の
が
多
い
が
、

20
の
よ
う
に
台
形
の
片
側
（
下
側
）

長
上
の
形
態
と
理
解
し
た
い
が
、

の
斜
辺
が
潰
れ
た
よ
う
な
も
の
、

さ
ら
に

、

33
の
よ
う
に
偏
平
な
三
角
形
を
呈
す
る
も
の
も
散
見
す

そ
の
延

17
、
23
、
34
の
よ

う
に
ご
く
偏
平
な
台
形
を
呈
す
る
も
の

、
9
、

覆
土
内
、
3
4
S
3
7
は
堀
底
の
溝
覆
土
内
の
出
土
で
あ
る
。

2
S
37
は
円
箇
埴
輪
口
縁
部
破
片
で
あ
る
が
、

タ
テ

ハ
ケ
メ
、

2
¥
20
は
内
堀
覆
土
内
、

7 ヽ

内
面
は
ヨ

出
土
の
第

10
図

1
の
埴
輪
と
は
明
ら
か
に
形
態
、
胎
土
、
色
調
の
点
で
異
な
る
。

21
¥
33
は
外
堀
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は
同
心
円
タ
タ
キ
メ
が
認
め
ら
れ
る
。

前
方
部
西
側
調
査
区

（
第

15
図）

え
、
や
や
難
ほ
残
る
が
小
破
片
も
極
力
作
図
、
掲
載
し
た
。

（コ

サ

工
痕
を
残
す
も
の
も
多
い
。
タ
ガ
の
貼
付
位
置
は

125
、
132
で
は
下
端
か
ら
九
代
妬
の
位

置
で
あ
る
が
、

114
、
126
、
137
は
五
代
店
と
、
低
い
位
置
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
前
方
部
西
側
、
後
円
部
東
側
の
両
調
査
区
を
通
じ
、
普
通
円
箇
埴
輪
に
つ
い
て

は
全
容
の
判
明
す
る
も
の
が
無
か
っ
た
が
、
各
調
査
区
で
各
一
点
ず
つ
出
土
し
た
比
較
的

形
態
の
明
ら
か
な
も
の
は
、

七
＼
八
段
凸
帯
の
円
箇
埴
輪
と
思
わ
れ
、
他
の
破
片
に
つ
い

こ
の
他
、
円
筒
埴
輪
で
は
朝
顔
円
筒
埴
輪
の
肩
部
と
思
わ
れ
る
破
片
(
138
1
140
)
が
あ
り
、

形
象
埴
輪
で
は
紐
の
結
び
目
の
表
現
と
思
わ
れ
る
部
分
の
破
片

(141)
が
外
堀
か
ら
出
土

土
師
器
及
び
須
恵
器

土
師
器
、
須
恵
器
は
、
出
土
点
数
も
少
な
く
、
図
示
に
耐
え
得
る
も
の
も
少
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
後
円
部
調
査
区
で
は
小
破
片
な
が
ら
器
形
の
あ
る
程
度
判
明
す
る
も
の
も

あ
り
、
本
古
墳
の
年
代
等
を
考
定
す
る
う
え
で
あ
ま
り
に
も
資
料
の
少
な
い
現
状
を
踏
ま

土
師
器
は
図
示
に
耐
え
る
も
の
が
な
く
、
須
恵
器
の
み
掲
載
し
て
お
く
0
87
は
大
形
の

甕
の
頸
部
で
、
外
面
に
断
面
四
角
形
の
補
強
用
の
凸
帯
が
認
め
ら
れ
る
。

し
て
い
る
。

て
も
大
部
分
が
同
様
な
円
筒
埴
輪
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。

底
面
に
ほ
棒
状
の
圧
痕
が
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。

93
は
薄
い
作
り

で
小
形
の
壺
と
思
わ
れ
る
口
縁
部
破
片
で
、
櫛
描
波
状
文
が
認
め
ら
れ
る
。

88
S
92
は
甕

の
体
部
破
片
で
あ
る
。
外
面
は
平
行
タ
ク
キ
メ
ま
た
は
、
格
子
風
ク
ク
キ
メ
が
、
内
面
に

（
杉
崎
茂
樹
）

以
上
、
須
恵
器
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
内
堀
覆
土
内
の
出
土
で
あ
る
。

あ
る
い
は
高
杯
の
可
能
性
も
あ
る
）

る。
土
師
器
は
約
十
片
の
破
片
が
出
土
し
た
だ
け
で
、
器
種
の
判
断
す
る
も
の
と
し
て
杯
や
、

tit
の
口
縁
部
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

142
、143
は
杯
の
破
片
で
、

調
査
区
中
程
の
墳
裾
部
分
か
ら
数
賭
離
れ
た
堀
底
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
謂

「
模
倣
杯
」
と
呼
ば
れ
、
須
恵
器
を
模
倣
し
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

丁
寧
な
作
り
で
、
焼

成
も
良
い
。
復
元
口
縁
径
は
い
ず
れ
も
約
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
約
五
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
思
わ
れ

須
恵
器
は
比
較
的
多
く
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、
大
部
分
は
甕
の
体
部
で
あ
る

(146
S
147
)
。
外
面
は
平
行
タ
ク
キ
メ
ま
た
は
格
子
風
ク
タ
キ
メ
が
施
さ
れ
、
内
面
は
例

外
な
く
同
心
円
ク
ク
キ
メ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
外
面
の
タ
ク
キ
メ
の
上
に

三
＼
四
条
の
平
行
沈
線
文
が
施
さ
れ
る
も
の
(
146
、
153
、
1
6
1
)
も
あ
る
。

145
も
甕
の
口
縁
部

の
破
片
で
、
外
面
は
無
文
、
内
外
ョ
コ
ナ
デ
に
よ
り
仕
上
げ
て
い
る
。

甕
の
他
に
は
小
破
片
で
あ
る
が
杯
の
破
片

(
144
、

が
あ
る
。
小
破
片
と
は
い
え
、
型
式
が
あ
る
程
度
考
定
で
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
口
縁
径
は

約
一
三
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
内
堀
の

後
円
部
東
側
調
査
区

（第
23
図）
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前方部西側調査区 出土辿物観察表

番号1種別、 部位 I 形態、調脆技法、等の特徴 I ハケメ I 胎土、色調、焼成等の特徴 (10本／cm) 備 考

多段凸帯（タガ）の大形品、体部から口縁 荒砂を含む。 3.0 推定口縁径約40

部にかけ径を増し、口縁部は外反気味に開 内外共茶褐色を呈し、比較 1. 4 cm。クガは8本

く、端部には凹面を作り出す。外面はクテ 的堅緻に焼き上がってい 2種類使 前後 と思われ

ハケメの後、偏平な断面「M」字形のクガ る。 用 る。墳裾出土の

を貼付けョコナデして仕上げる。 破片が接合した

円 筒埴輪 内面はナナメないしヨコハケメ（接合痕を もので、墳丘上

1 ロ縁～体部中 各所に残す） 、中位は部分的にナデを加え 方から転落して

位 る。口縁端部内外面ヨコナデ。 きた可能性が強

スカ、ンは口縁部から 2、3段目、 5段目に し‘o

各々 2個、対称位骰に、やや縦長の円形の

ものがあけられており 、穿孔後、内側を部

分的にナデて仕上げる。

全体にやや粗雑な作り。

屈曲気味に開き、端部は凹む面を作り出 荒砂を多誠に含む。内外面 1.1 墳裾出土。

2 円筒口縁部
す。外面はタテハケメ 、内面はヨコハケメ は黄褐色、断面は灰褐色。

及びナデ。端部内外面はヨコナデで仕上げ

る。

屈曲気味に開き、端部は凹面を形成する。 /I 1.2 ” 
3 I/ 

内面端部直下はやや凹む。外面はクテハケ

メ、内面はヨコナデ又はヨコハケメ、端部

内外面はヨコナデで仕上げる。

外反気味に開き、端部にわずかに凹む面を 荒砂を含み茶褐色を 星す 1. 3 内堀墳丘寄り出

4 ” 
作り出す。内面はヨコハケメ又はヨコヘの る。 土。

ナデ、外面はクテハケメ 、端部内外面ヨコ

ナデで仕上げ。

外反気味に開き、端部に凹面が作り出され 内外面は茶褐色、断面は灰 1.9 内堀覆土中 （墳

5 ” る。外面は左上方へのタテハケメ 、内面は 色を呈している。 丘寄り） 出土。

ヨコハケメ 、端部内外ヨコナデ。 砂粒含む。

強く屈曲して開き、端部に凹面を形成す 内外面、断面共灰色を呈す 1.4 

6 ” る。外面はタテハケメ 、内面はヨコナデ、 る。
端部内外面ヨコナデ。 堅緻に焼き上がる。

外反気味に開く 、端部に凹面を形成し、外 砂粒を含み、内外 面茶褐 0.8 墳裾出土。

7 II 
面直下に粘土の余分がわずかに付着する。 色、断面は灰色。

内面はヨコハケメ、外面はクテハケメ 、端

部は内外をヨコナデで仕上げる。

やや厚手で、わずかに外反気味に開く。端 荒砂を含み、内外面茶褐 1.9 ” 
8 I/ 

部に凹面を作り出し、 直下は内外共わずか 色、断面は灰色。

に凹む。外面はクテハケメ、内面はヨコハ

ケメ 、端部内外面ヨコナデ。

屈曲気味に開く 。端部にわずかに凹む面を 内外面共、茶味のある灰色 1.6 ” ， 
” 

形成する。内面はヨコハケメ の後ヨコにナ を呈する。断面は暗褐色

デ、外面はタテハケメ 、端部内外はヨコナ

デ。 0 

やや岸手で、わずかに外反気味に開く。ゎ 砂粒を含み、内外共茶褐色 1.1 II 

10 II 
ずかに凹む端面を有する。内面は磨滅する

がヨコハケメ が認められる。外面はクテハ

ケメ 、端部内外はヨコナデ。

外反気味に開 く。 内面はヨコハケメの後ヨ 砂粒を含み、内外共、茶褐 1.2 II 

11 ” コにナデ、外面はタテハケメ、端部は内外 色
をヨコナデ。

屈曲気味に開く。端部に凹面を作り出し、 砂粒を含み、内外茶褐色を 1.1 墳裾出土。

12 II 
外面側は突出気味に肥厚する。内面は磨滅 呈する。

するが、ヨコハケメが認められる。端部内

外はヨ コナデ。

- 37 -



番号1部位、種別 I 形態、調整技法、等の特徴 I 胎土、色調、焼成等の特徴 l(1i箪;;cm)I 備 考

わずかに外反気味に開き、端部にわずかな 砂粒を多猿に含む。 ／／ 

13 ” 凹面を作 り出す。内面ヨコハケメ 、外面ク
テハケメ 、端部内外ヨ コナデで仕上げる。

わずかに屈曲気味に開く、端部はやや肥厚 砂粒を含み、内外茶褐色。 2.0 ” 
14 II 

し、 わずかに凹む面を作 り出す。内面ヨコ

ハケメ 、外面クテハケメ 、端部内外はヨコ

ナデ。

わずかに凹む端面は外方側が小さく突出す 荒砂、小石粒を含む。 1. 1 ” 
15 ” る。内面はヨコハケメ 、端部内外面ヨコナ 茶褐色。

デ、外面にはタテハケメが残る。

円形のスカ・ン部分を含む破片、外面クテハ 内外面共茶褐色、断面灰 2.3 内堀墳丘寄り出

16 円筒体部
ケメ内面は左上りのヨコハケメ及びナデ、 色。小石粒、多疲の砂粒を 土。

接合痕が部分的に残る。タガはややくずれ 含む。

た「M」字ないし台形。

17 
外面クテハケメ 、内面はヨコハケメ 、クガ 砂粒を含み、茶褐色を呈す 1.0 I内堀墳丘寄り 出

II 

は偏平な「M」字形。 る。 土。

円形のスカツ部分の破片、外面クテハケ 砂粒を含み、内外茶褐色、 内1.6 

18 II メ、内面は左上 りのナナメハケメ。クガは 断面暗褐色、比較的堅緻。 外2.0

偏乎な 「M」字形。

円形のスカ・ン部分のある破片、外面クテハ 荒砂を多盤に含み、茶褐色 1.2 墳裾出土。

19 II 
ケメ 、内面左上りのナナメハケメ。クガ部 を呈する。

分の内面側にユピオサエ痕残る。クガは下

方がつぶれたような台形（三角形に近い）。

外面クテハケメ 、内面左上よりのナナメハ 砂粒を含み、茶褐色。 内1.3 内堀覆土中 （墳

20 II ケメ。クガは下方がつぶれたような台形を 外1.0 丘寄 り） 出土。

しており 、三角形に近い。

21 
外面タテハケメ 、内面ヨコないしナナメハ 内外茶褐色、断面暗茶褐 2.0 

” ケメ。クガは偏平な 「M」字形。 色。

22 
外面クテハケメ 、内面ヨコ 9 ケヽメ 、部分的 荒砂を含み、灰褐色。 I内1.4 墳裾出土。

” にナナメにナデ。クガは偏平な「M」字形。 外1.7

23 
外面クテハケメ 、内面左上りのナナメハケ 砂粒を含み、黄灰色。 1.8 ” ” メ。クガは偏平な「M」字形。

外面はクテ及びやや右に傾斜するクテハケ 砂粒を含み、茶褐色。 1.8 墳裾出土。

24 II メ、内面はナナメハケの後、部分的にナ

デ。クガは偏平な 「M」字形。

25 
外面はわずかに左に領くクテハケ メ、内面 細砂をわずかに含み、茶褐 I2.0 内堀中堤寄り出

” も同様。クガは偏平な「M」字形。 色。 土。

外面クテハケメ 、内面はヨコハケメ及びナ 砂粒、小石粒を含み、灰茶 1.5 墳裾出土。

26 II デ、接合痕残る。ク ガは偏平な「M」字 褐色。

形。

27 
外面クテハケメ 、内面ヨコハケメ 、クガは 砂粒を多呈に含み、灰茶褐I0.9 I内堀内墳丘寄り

II 

偏平な 「M」字形 色。 出土。

28 
I外面クテハケメ 、内面ナナメハケメ 、接合 砂粒を含み、茶褐色 2.0 墳裾出土。

／ヽ

痕残る。クガは偏乎な「M」字形。

29 ” 荒砂を含み、内外黄褐色。 1 1. 9 ” II 

断面は灰～茶灰色。

外面クテハケメ 、内面はやや左上りのヨコ 砂粒、小石粒を含み、茶褐 1.5 ” 
30 ” ハケメ 、部分的にナデ。クガは偏平な三角 色。

形。

外面クテハケメ 、内面ヨコハケメ。接合痕 砂粒を含み、明るい茶色。 1. 1 外堀覆土中 出

31 ” 
残る。クガは偏平な「M」字形。 土。

- 38 -



番号1部位、種別 I 形態、調整技法、等の特徴 I I ハケメ I 胎土、色調、焼成等の特徴 (10本／cm) 備 考

32 
外面は右に傾斜するクテハケメ、内面ョコ 1砂粒を含み、茶褐色。 0. 8 I内堀内墳丘寄り

‘’ ハケメ 。ク ガは偏平な「M」字形。 出土

33 
外面タテハケメ、内面ョコハケメ。 ” 1.1 墳裾出土。

I/ 

クガは偏平な三角形。

34 
外面クテハケメ、内面はナデ。 荒砂を含み、茶褐色。 1.1 墳裾出士。

” タガは偏平な「M」字形。

35 
外面クテハケメ、内面ナナメハケメ。 荒砂、小石粒を含み、茶褐 1.0 I内堀底墳丘寄り

II 

タガは偏平な「M」字形。 色を呈する。焼成堅緻。 出土。

361 
スカツ部分の破片。外面クテハケメ、内面 砂粒を含み茶褐色。 I内0.8 I内堀内墳丘寄りI9 

はナナメハケメ、タガは偏乎な「M」字形。 焼成堅緻。 外l.o 出土。

37 
外面クテ 9ヽケメ、内面ナデ、接合痕残す。 荒砂、小石粒を多景に含み 1.0 墳裾出土。

II 

クガは偏平な「M」字形。 もろい。茶褐色。

外面はわずかに右に傾斜するクテハケメ 、 荒砂を含み、茶褐色。 1.o 内堀覆土中（墳

38 ” 内面はヨコ 9ヽケメ。タガは偏乎な「M」字 丘寄り）出土。

形。

外面はわずかに右に傾斜するタテハケメ、 I/ 1.0 墳裾出土。

39 /r 内面はやや左上りのヨコハケメ、クガは偏 焼成堅緻。

平な「M」字形。

40 
外面クテハケメ、内面ナデ、タカ社偏平な 砂粒を含み内外面茶褐色。 1 1.1 ” ’’ 「M」字形。 断面は暗茶褐色。

41 
外面クテハケメ、内面左上り のヨコハケメ。 内外面灰褐色、断面は灰色Il.5~1.71 II 

II 

タガは偏平な「M」字形。 荒砂含む。

外面は左にわずかに傾くクテ 9ヽケメ、内面 砂粒を含み、茶褐色。 1. 4 内堀内墳丘寄り

42 /9 
はわずかに左上りのヨコ ハケメ。タカ＇は 偏 出土。

平な三角形で、直上はヨコナデにより凹ん

でいる。

外面は右に煩斜する クテテハケメ 、内面は 内外面は茶褐色、断面は灰 1.3 墳裾出土。

43 99 
ナデ。 褐色。荒砂を含む。

クガは偏平な「M」字形で、稜の部分は鋭

る。

外面クテハケメ 。内面は左よ りのヨコハケ 砂粒を含み、内外面明茶褐 1. 5 II 

44 ” 
，，， 0 色。断面は灰褐色。

クガは偏平な「M」字形。内面に接合痕残

る。

45 
外面クテハケメ、内面ナデ。クガは偏平な 荒砂を多益に含む。内外面 1.1 I墳裾出土。II 

「M」字形。 茶褐色。断面は灰褐色。

外面クテハケメ、内面は主にヨコ方向のナ 砂粒を含み茶褐色。 1.1 II 

46 II プ-・o 

タカ＇は偏平な「 M」字形。

外面タテハケメ、内面は左上りのヨコハケ 砂粒を多薩に 含み、茶褐 1.6 II 

47 II メ。 色。

タガは偏平で、くずれた「M」字形。

外面ク テハケメ、内面はナデ及びナナメハ 砂粒を含み、内外面茶褐色 1.2~1.4 II 

48 II ケメ。 断面は茶灰色。

タガは下方の一辺がややつぷれた台形。

49 
I外面クテハケ メ、内面はナデ。 砂色。粒を多塁に含み、茶褐 1.1 II 

II 

タガは偏乎な 「M」字形。

外面はクテハケメ、内面は左上りの短か目 灰色（遠元色）で、部分的 内1.4 墳裾出土。

50 ’’ 
でやや粗雑なナナメハケメ。 に黄灰色。 外1.9

タガはご く偏平な「M」字形。
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番号1 種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 I 胎土、色調、焼成等の特徴 I(1ふt/cm)I 備 考

外面はタテハケメ、内面はナデ、部分的に 外面は赤褐色。内面は黄褐 1. 1 墳裾出土。

51 ” 右上りのハケメが残る。クガはごく偏平で 色。砂粒含む。
低い。

外面はやや右に傾くタテハケメ 、内面はナ 荒砂を含み、茶褐色。 1. 1 内堀内墳丘寄

52 II プ-・o り。

タガはごく偏平な「M」字形。

外面はクテハケメ、内面は左上りのヨコハ 荒砂を多盤に含み、茶褐 内0.8 墳裾出土。

53 ” 
ケメ。 色。 外1.5 

タガは下方がややつぶれたようなくずれた

台形。

54 
外面タテハケメ 、内面ヨコハケメ 。 荒砂、小石粒を含み、灰～ 1.0~1.l I内堀底墳丘寄り

” クガは偏平な「M」字形。 灰褐色。 出土。

外面はタテハケメ、内面ヨコナデ、接合痕 内外明茶褐色、断面は灰色 1. 3 内堀墳丘寄り出

55 ” 残す。 砂粒、小石粒含む。 土。

タガは偏平な台形。

円形のスカ、ン部分。外面は左に傾くタテ＾ 細砂を含み内外茶褐色、断 1.2~1.3 墳裾出土。

56 ” ケメ 、内面はヨコないしナナメハケメ。 面灰褐色。

クガは偏平な「M」字形。

外面はタテ 9 ケヽメ 、内面はヨコ 9 ケヽメ、ク 砂粒を含み内外茶褐色、断 1.0~1.l 墳裾出土。

57 ” ガは偏平でくずれた三角形、直上はヨコナ 面は暗茶褐色。
デのため凹む。

外面クテハケメ 、内面はヨコハケメ及びナ 砂粒を含み茶褐色。 1.2 内堀内墳丘寄り

58 ／／ デ。ク ガは下方がややつぶれた、くずれた 出士。

台形、直上はヨコナデにより凹む。

スカツ部分の破片。外面はクテハケメ 、内 荒砂を含み茶褐色～灰黄褐 2.0 内堀底墳丘寄り

59 ” 面はナナメ 9 ケヽメ。 色。 出土。

タガは偏平な「M」字形。

60 
内外の調整は59と同様。クガは偏平な三角 砂粒、小石粒を含み、茶褐 1.2~1.4 墳裾出土。

II 

形で直上は強いヨコナデのため凹む。 色。

外面はタテないしナナメハメ 、内面はヨコ 荒砂、小石粒を多祉に含み 1.3 ” 
61 ” にナデ。 茶褐色。

タガは稜の突がった偏平な「M」字形。

外面はクテ 9 ケヽメ 、内面はヨコないしナナ 砂粒を含み茶褐色。 1. o II 

62 II メハケメ。

クガはくずれた、偏平な「M」字形。

円形のスカツ部分の破片で、スカ ・ンは穿孔 荒砂を多盤に含み内外面は 2.8 ” 
63 II 

後内側をナデ。外面タテハケメ 、内面ナデ 茶～黄褐色。断面は灰褐

及びナナメ 9ヽケメ。タガはくずれて、偏平 色。

な「M」字形。ハケメは粗い。

64 
外面クテ 9 ケヽメ 、内面比較的丁寧なナデ。 砂粒を含み、内外黄褐色、 0.8 ” II 

タガは偏平な「M」字形。 断面灰色。

65 
外面クテハケメ 、内面ョコハケメ 。 I砂粒を含み、内外茶褐色。 内1.4 II • 

” クガは偏平な 「M」字形。 断面は灰色。 外1.0

66 
外面クテハケメ 、内面はナナメハケメ 。 砂粒を含み、灰褐色。 1.6~1.8 土内堀。中堤寄り 出

II 

タガはごく偏平な「M」字形。

外面はタテハケメ。部分的に刀子で削った 砂粒を多盤に含み、茶～黄 1.1 外堀覆土。

67 ／／ ような痕跡がある。内面はナデ。 褐色。

クガはごく偏平な「M」字形。

基底部から 3段目部分にかけての破片。円 砂粒、小石粒を含み、茶褐 1.0 墳裾、内堀墳丘
形のスカジが認められる。外面はクテハケ 色。 寄りのものが接

68 ” メ、内面は右上りのナナメハケメ各所に接 ム口 〇

合痕残る。下部はオサエ痕残るo底面には棒

状の圧痕残る。クガはごく偏平な「M」字形。
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番号1種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 I I ハケメ I 胎土、色調、焼成等の特徴 (10本／cm) 備 考

基底部分の破片。外面はクテハケメ 、内面 荒砂、小石粒を含み、茶褐 1. 8 内堀中堤寄り出

69 II 
は左上りのナナメハケメ。底面には棒状の 色。 士。

圧痕が残る。クガは偏平な 「M」字形で、

極めて低い位置に付けられる。

70 
外面はクテハケメ 、内面はナデ。クガは断 荒砂を含み、内外茶褐色、 1. o 墳裾出土。

‘’ 面 「M」字形で巾が狭い。 断面は茶灰色。

外面クテハケメ、内面ナナメハケメ及びナ 荒砂、小石粒を含み、茶褐 1.5 ” 
71 ” デ、下部はオサニ痕残る。底面部分はやや 色。

丸味があり 、クガは偏平でくずれた台形。

外面クテハケメ、内面はナデ。底面に棒状 荒砂、小石粒を含み、外面 1.0 墳裾出土。

72 II 
の圧痕あり。クガは巾のやや狭い偏平な 茶褐色、内面黄茶褐色。

「M」字形。外面にへらで削ったような痕

跡がある。内外磨滅。

外面クテハケメ、内面はナナメハケメ及び 砂粒を多盤に含み、内外茶 1.1 ” 
73 II ナデ、最下部はオサニ。 褐色。

クガは超偏乎な「M」字形。

外面クテハケメ 、内面はヨコにナデ。クガ 多羅の荒砂と小石粒を含み 1.0 ” 
74 II はやや巾の狭い「M」字形。底面に棒状の 茶褐色。

圧痕あり。

外面クテハケメ 、内面はヨコハケメ 、最下 ” 0.9 ” 
75 II 

部はユビによりナデており指紋が残されて

いる。クガは偏乎でくずれた三角形。底面

に棒状の圧痰あり。

69と同様の調整。クガは稜のやや鋭い「M」 荒砂を含み、茶褐色。 1.1~1.2 II 

76 ” 字形で、取付位爵は69と同様、極めて低い 堅緻に焼成される。
位置にある。

外面ヨコハケメ 、内面ョコハケメ及びナ 荒砂、小石粒を含み、茶褐 1.2 ” 
77 II デ、最下部はユビオサ工。外方に糊曲す 色。

る。クガはくずれた台形。

外面クテ＾ケメ、内面はナナメハケメ及び 砂粒を含み茶褐色。 1.3 

78 II 
ナデ、下位はユピオサエ及びナデで、わず 焼成堅緻。

かに外反気味。クガは低い位置に付けら

れ、偏平でくずれた「M」字形。

やや厚手の作りで、底面は外側が上方に上 荒砂、小石粒含み、茶～黄 1.4~1.6 墳裾出土。

79 II 
がっており棒状の圧疲が残る。外面クテハ 褐色。

ケメ、内面ナナメハケメ及びナデ、最下部

はユビオサ工。接合痕残す。

80 
外面クテハケメ 、内面ナナメハケメ。クガは 砂粒含み焼成堅緻。 1.0 ” ／／ 

偏平な「M」字形で、低い位置に付けられる。 内外灰褐色、断面は灰色。

端部はわずかに外反する。外面タテハケメ 、 荒砂、小石粒含み、内外茶 1.0 ” 
81 II 内面はヨコハケメ、最下部はナデ、クガは 褐色、断面灰色。

偏平でくずれた三角形。内面磨滅する。

端部は内外が面取りされたように丸味を持 細砂を含み、内外茶褐色。 1.2 ” 
82 ” つ。外面クテハケメ 、内面ヨコハケメ及び 断面は暗褐色。

ナデ。底面に棒状の圧痕残る。

外面クテハケメ 、内面ナデ（ハケメも認め 砂粒を多薩に含み、茶褐 2.4 II 

83 I/ られる）。 色。

クガは偏平でくずれた「M」字形。

84 
外面はタテハケメ 、内面ヨコハケメ。クガ 細砂を含み、灰褐色。 1.0 

II 

は偏平な台形。

外面クテハケメ、内面ナデ。クガは偏平な 内面灰黄褐色。外面、断面 1.0 墳裾出土。

85 II 「M」字形。底面には棒状の圧痕あり。内 茶褐色o砂粒を含みもろい

面磨滅する。
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番号1 種別、 部位 I 形熊、調整技法、等の特徴 I 胎土、色調、焼成等の特徴 備 考

外面クテハケメ 、内面はヨコにナデ、下位 内面黄褐色、外面、断面は 1.0. 2.0 内堀墳丘寄り出

86 ／／ はオサエにより湾曲する。 黄灰色o荒砂を含みもろ 土。

クガは偏平な 「M」字形。 し‘o

ロ頸部（体部境部分）の破片。大形品のも 白色の荒砂を含み、内外黒

87 須恵器甕 ので、断面くずれた方形の凸帯を有する。 灰色、断面はセピア色で堅

緻。

体部破片。外面は平行 (91)又は格子風ク 胎土は89が荒砂、小石粒を 88、92は墳裾出

クキ（その他） 、内面は同心円タクキ。 含み、他は細砂をわずかに 土、90、91は内
88 

含む。色調は内外灰色～明 堀覆土（墳丘寄
I II 

92 灰色、断面はセピア色をす り）出土、89は

るもの (89、91)がある。 内堀覆土中堤寄

焼成はいずれも堅緻。 りから出土。

小形の壺の口縁部下位の破片。外面には上 内外灰黒色で外面は光沢あ 墳裾表土中 出

93 須恵器 部に沈線、その下に櫛描波状文が認められ り。断面セピア色。 土。

る。内外ヨコナデ。

後円部東側調査区出土遺物観察表

番号1 種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 I 胎土、色調、焼成等の特徴 I(1io、l/cm)I 備 考

復原底径約29cm。下から 2段目と 3段目の 細砂を含み、外面は茶味を 1.8 外堀底、調査区

間及び4段目の上に円形のスカ・ンがあけ 帯びた灰色ないし黄茶褐 西部中堤寄りか

られている。径は約5cmで、外面周囲は、 色、内面は黄灰～茶褐色を
ら、転状落況しで、慎

はみ出た粘土をナデで仕上げている。外面 基調とする。 れた 出
円商埴輪 はクテハケメ 、内面は最下部をオサエ、ナ 土。1 
中位～底部 デ、以上の部分はナナメ～ヨコハケメで部

分的にヨコ～ナナメのナデ。接合疲の残る

部分あり。クカ＇は偏平でくずれた「 M」字

形で貼付位置が上下する部分があり 、やや

粗雑な作り。

ゆるやかに外反し開く。端部は内側にわず 細砂を含み内外黄褐色、断 2.4 覆土下層出土。

2 円筒口縁部 かに突出し、凹んだ端面を形成する。外面 面は灰色。

タテハケメ 、内面ョコハケメ及ぴナデ。

外反気味に開くが、端部付近ではわずかに 細砂を多絨に含み、内外共 1. 2~ 1. 4 II 

3 II 内湾気味。端面わずかに凹む。外面クテハ 明るい茶色、断面は灰色。

ケメ 、内面ヨコハケメ。

ゆる＜外反気味に開き、端部付近では屈曲 砂粒を含み内外明褐色。断 1.9~2.l 墳裾付近耕作土

4 ” 
気味で直下内面は凹む。端面も凹む。外面 面は茶灰色。 中出土。

は左に傾斜するタテ＾ケメ 、内面はヨコハ

ケメ。

5 
端部直下がくびれるような状況である以外 細砂含み内外茶褐色。断面 1.7~2.0 耕作土中出土。

/9 

4と略同様。 は暗褐色。

6 
外反気味に開き、端面は凹む。外面クテハ 砂粒を含み、茶褐色。 2.9~3.3 墳裾付近耕作土

II 

ケメ 、内面は左上りのナナメハケメ。 中出土。

7 I ” I 6と略同様。 I 
II 

I 
2.4 1耕作土中出土。

8 
端部付近はやや厚手で、端面はゆるやかに 砂粒を多覇に含み、内外明 1.0 l覆土下層出土。

‘’ 凹む。 茶褐色、断面は茶灰色。

端面の外側部分がやや角ばる以外、断面の 砂粒を含み、茶褐色。 1.9~2.0 覆土J::層出土。， II 形態は2と略同様。外面左煩するタテハケ

メ、内面ヨコハケメ。

端部はゆる＜ 、外方に屈曲し、端面は平ら 砂粒を多品に含み、茶褐 2.0 覆土下翔出土。

で、両端は面取りがされたようにナデられ 色。断面は灰色。
10 ” る。外面左に傾くタテハケメ 、内面ョコハ

ケメ。内外やや磨減。
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番号1 種別、部位 I 形態、調整技法、第の特徴 I胎土、色調、焼成等の特徴 I(1ふ[/cm)I 備 考

11 
やや蒋手の作り。断面は 6と略同様。外面 砂粒を含み、茶褐色、断面 1.3 

” クテハケメ。 は灰色。

端部はやや肥厚気味で、端面は凹み、その 細砂多蜀に含み、茶褐色。 1.8、2.1 覆土下層出土。

12 II 両端は丸く仕上げる。外面クテ、内面ヨコ

ないしナナメハケメ。

13 I II I 3と略同様。 l黄～灰褐色、断面は灰色。 1.6~1.8 | II 

14 
ゆる＜外反し開く。外面クテハケメ 、内面 ＼細砂を多壼に含み、内外黄 1.2~1.5 II 

” ョコハケメ 、内面に接合痰残る。 褐色、断面は灰色。

ゆる＜外反し開く。わずかに凹む端面を形 細砂を含み、内外黄褐色、 1.0~1.3 ” 
15 ” 成する。外面クテ＾ケメ、内面左上りのヨ 断面は灰色。

コハケメ。

16 
14と略同様。内面磨滅。 細砂含み、内外黄褐色。断 1.1~1.31 II 

II 

面は暗い灰色。

17 ／／ I 10と略同様。内面磨滅。 内外明黄褐色、断面黄灰色。 2.0 I耕作土中出土。

18 ” 1外面クテハケメ、内面ョコハケメ。 茶褐色。 1.0 I覆土下層出土。

やや薄手の作りで、断面は12に近い。外面 細砂含み、黄褐色、断面は 内1.7 ” 
19 ” は左に傾くタテハケメ 、内面左上りの ヨコ 灰色。 外2.3

ハケメ。内外磨滅。

20 I Iゆる＜外反気味に開き、端面に凹凸が見ら 内外茶褐色、断面は茶灰色 2.0~2.1 耕作土中出土。II 

れる。外面クテハケメ、内面ョコハケメ 。

21 
断面は13と略同様。外面は左に傾くクテノ、 内外茶褐色、断面は暗褐l1.8 I中麟り覆土下

” ケメ 、内面はヨコハケメ。 色。 層出土。

22¥ ” 2と略同様。 I内外茶褐色、断面は灰色。 2.0 覆土下層出。

23 
ゆる＜外反気味に開き、厚さの割に端面は 荒砂を多嚢に含み、内外暗 2.1 耕作土中出土。

II 

狭い。外面クテハケメ 、内面ヨコハケメ。 茶褐色、断面は暗褐色。

24 
Iゆる＜屈曲気味に開く。外面クテハケメ 、 内外茶褐色、断面は灰色。 1.2 覆土上層出土。

‘’ 内面右上りのヨコハケメ。

屈曲気味に開く。外面クテハケメ、内面ヨ 砂粒を多星に含み、外面は 1.2 中堤寄り覆土上

25 ” コハケメ及びナデ。 茶褐色、内面、断面は明黄 層出土。

褐色。

ごくゆる＜外反気味に開く。外面は左に傾 内外面茶褐色、断面は灰茶 1. 7~2.3 覆土上層出土。

26 II 
くクテハケメ 、内面左上りのヨコハケメ及 色。細砂を含む。

びナデ。端面はわずかに凹み、端部はくず

れて丸い。

27 
断面は2と略同様。外面クテ＾ケメ 、仕上 細砂を含み、内外褐色。断 1.2~1.3 覆土下層出土。

II 

げのヨコナデが強い。内面ヨコハケメ。 面は灰色。

薄い作りで、端面はわずかに凹み、その両 細砂を多呈に含み、内外茶 1.8~2.0 II 

28 II 端は丸く仕上げる。外面はクテハケメ 、内 褐色、断面は灰色。

面ヨコハケメ。

29 
端ケ面メわ。ずかに凹む。外面クテ、内面ョコハ 内外茶褐色。断面は灰茶。 1.2 耕作土中出土。

II 

30 
端ハ面ケわ。ずかに凹む。外面クテ、内面ナナメ 内外黄褐色、断面は灰色。 1.8~2.2 II 

” 

31 
端面わずかに凹む。外面は左に傾斜するク 外面茶褐色、内面灰褐色。 1.2~1.3 覆土上層出土。

II 

テ、内面左上りのナナメハケメ。

端面は凹み、その両端はやや突出気味。外 砂粒を多盤に含み、内外黄 1.4 ” 
32 II 面タテハケメ、内面はヨコハケメ及びナ 褐色、断面は灰色。

プ-・o 

端面はわずかに凹む。外面クテ、内面ヨコ 荒砂含む。内外茶褐色。 2.5 覆土下層出土。
33 ” ，，ヽケメ。
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番号1種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 I 胎土、色調、焼成等の特徴 I(1ふt/cm)I 備 考

341 
II 

端面は凹み、その両端は鈍く突出気味。外 砂粒をほとんど含まず、内 1. 7~2.0 I S D003内出土。
面クテハケメ、内面ヨコハケメ。 外黄褐色、断面灰色。

35 ” 
わずかに屈曲気味に開き、端面はわずかに 内外褐色、断面は灰色。 1.2~1.3 I S D001内出土。
凹み、その内側端部は鈍く突出している。

屈曲気味に外方に開く。端部はわずかに凹 砂粒を多瓶に含み、内外黄 1. 1 S D013内出土。

36 ” む。外面タテハケメ、内面ョコハケメ、部 ～明灰褐色、断面は灰色。
分的にヨコにナデ。

薄手の作りで端面はわずかに凹み、外方端 細砂多蘇に含む。内外茶褐 2.0~2.1 S D001内出土。

37 ／／ 部は鈍く突出気味。外面クテハケメ、内面 色、断面は暗茶褐色。

ヨコハケメ 。

9ヽケメは太くて洩＜鈍い。外面はクテ、内 荒砂多毀に含む。色調は36 2.9 覆土上層出土。

38 円箇 体部 面は弧を描くように施され、ナデを加え と同様。

る。クガは平坦部があま り凹まない、偏平

な「M」字形。

39 
円形のスカ・ン部分。外面クテ、内面ナナメ 内外茶褐色、断面暗茶褐I1.4 耕作土中出土。

II 

ハケメ 。 色。

外面クテ、内面ヨコ、ナナメハケメ、部分 細砂多鎚に含み、内外褐 1.7 墳裾付近耕作土

40 ” 的にナデ、 接合痰残る。クガは偏乎な「M」 色、断面茶灰色。 中出土。

字形。

41 
外面クテハケメ、内面右上りのナナメハケ 内外褐色、断面は灰色。 1.1~1.3 覆土上層出土。

II 

メ。クガは偏平でくずれた「M」字形。

外面やや右に傾くクテハケメ、内面ナナメ 砂粒を多籠に含みややもろ 1.4 墳裾付近耕作土

42 ” ハケメ及びナデ。 クガは偏平な「M」字 い。内外黄褐色、断面灰 中出士。

形。 色。

43 
外面やや左に傾くタテハケメ、内面ナナメ 荒砂を含み、内外褐色、断 2.1 覆土上層出土。

II 

ハケメ。タガは偏平な「M」字形。 面は灰色。

441 ” 1外面クテハケメ、内面磨滅。 I内外黄褐色、断面灰色。
I 
1. 9 I耕作土中出土。

外面クテハケメ、内面はナナメハケメ及び 砂粒はほとんど含まず。 1. 2 II 

45 ” ナデ。クガは偏平でくずれた「M」字形。 内外茶褐色。断面は灰色。
下側のナデッケは不十分。

外面わずかに右に傾くタテ 9ヽケメ、内面左 砂粒を多盈に含み、内外褐 1.1~1.4 覆土下層出土。

46 ” 上りのヨコハケメ。クガは偏平でくずれた 色、断面暗褐色。
「M」字形。

47 
I外面左に傾くタテハケメ、内面ナナメハケ 茶褐色。 1.9~2.1 耕作土中出土。

II 

メ。クガはごく偏平な「M」字形。

48 I 外面クテハケメ、内面ナナメ 9 ケヽメ 。クガ 1外面茶灰色、内面褐色、断 1.8~2.31 ” II 

は偏平な「M」字形。 面灰色。

外面クテハケメ、内面右上り のナナメない 砂粒を多巌に含む。内外茶 1.9~2.2 II 

49 II しヨコハケメ 。クガは偏平でくずれた「M」 褐色、断面灰色。

字形。

50 | ／／ Iクガは偏平な三角形。 I内外茶褐色、断面灰色。 I 
2.0 l覆土下恩出土。

5 1 | II I外面クテハケメ、内面ヨ コハケメ。 I茶～黄褐色、断面は灰色。 1 1.5 1覆土上恩出土。

外面タ テ、内面左上 りのヨコハケメ。クガ 内外褐色、断面灰色。 1.0 桜土下層出土。

52 I/ は上辺がわずかに凹む偏平な「M」字形 砂粒を含み堅緻。

（台形に近い）。

53 
I外面タテハケメ、内面ナデ。クガはごく偏 ！内外黄褐色、断面は灰色。 1.5 覆土上層出土。

” 平でくずれた台形。 多薩の砂粒を含む。

54 
外面タテハケメ、内面ヨ コハケメ。ク ガは 内外暗茶褐色、断面は暗褐 1-3~1.4 

” ごく偏乎な「M」字形。 色。

55 
内外褐色、断面は暗褐色。 1 1.3 耕作土中出土。

‘’ ” 
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番号種別、部位 形態、調整技法、等の特徴 胎土、色調、焼成等の特徴 I c(u 10ヽ本ケ／メcm）1 備 考

56 II 
外面タテ、内面ナナメハケメ。タ ガは偏平 内外褐色、断面は灰色。 0.7, 2.5 耕作土中出土。

な台形。

外面左傾するタテハケメ、内面ヨコないし 内外黄褐色、断面は灰色。 1.2~1.4 覆土下層出土。

57 II ナナメハケメ。クガは上辺がわずかに凹む

くずれた台形。

58 
円形のスカ、ン部分の破片。外面タテ、内面 細砂を多量に含み、内外茶 1.6~1.8 II 

II 

ナナメハケメ。タガは偏平な「M」字形。 褐色、断面は灰色。

59 
外面タテ、内面ナナメ ハケメ 、タガは偏平 砂粒をあまり含まず。内外 1.4 II 

” な 「M」字形。 褐色、断面は茶灰色。

60 | II I I9 l内外黄褐色、断面は灰色。 1.4 I 
II 

円形のスカ・ン部分の破片。外面タテハケメ 細砂を含み、内外茶褐色、 1.6~1.8 覆土上層出土。

61 II 、内面ナナメハケメ及びナデ。クガは偏平 断面は暗褐色。

な 「M」字形。

62 
内面ヨコハケメ 、タガは偏平で くずれた 内外暗褐色、断面は灰色。 1. 7~2.0 II 

99 

「M」字形。

63 
Iスカ・ン部分の破片。外面クテ、内面ヨコ ノ、 内外褐色、断面は灰色。 2.0 I耕作土中出土。

II 

ケメ。タ ガは偏平でくずれた 「M」字形。

外面左傾する クテハケメ。 内面ナナメハケ 内外褐色、断面は暗褐色。 2.0 覆土下層出土。

64 ’’ メ及びナデ。ク カ＇は偏平でく ずれた 「M」

字形。

65 
形ス。カツ部分の破片。タガは偏平な 「M」字 内外茶褐色、断面は灰色。 2.3 耕作土中出土。

II 

66 
外面右に傾くクテハケメ 、内面ヨコハケメ 、 内外明るい茶褐色、断面は 1.1~1.4 覆土上層出土。

II 

接合痕残る。ク ガは偏平な 「M」字形。 灰色。

67 
外面タテハケメ 、内面ナナメ ハケメ。タガ 内外茶褐色、断面は暗茶褐 1.1 耕作土中出土。

II 

は偏平でく ずれた「M」字形。 色。 比較的堅緻。

68 
スカツ部分の破片。外面クテ、内面ナナメ 外面黄褐色、内面灰褐色、 1.6~1.8 覆土上層出土。

II 

ハケメ 。タガはごく偏平な「M」字形。 断面灰色。

69 
I外面タテハケメ 、内面ヨコハケメ。タガは 内外茶褐色。 1.6~2. 6 覆土下層出土。

’’ 上辺の幅が狭い「M」字形。

70 I 
外面タテハケメ 、内面ナナメハケメ。クガ 内外茶褐色、断面は茶味の 1. 4 墳裾付近耕作土

II 

はごく偏平な台形。 ある灰色。 中出土。

スカ・ン部分の破片。外面やや左に傾くタテ 砂粒を多量に含み、内外褐 1.2 覆土下層出土。

71 II ハケメ 、内面ヨコハケメ 。タガは偏平な 色、断面灰色。

「M」字形。

外面タテハケメ 、内面ナナメハケメ。タ ガ 内外黄褐色、断面は灰色。 1.2~1.3 

72 ‘’ はごく偏平で上側は強くヨコナデされ 凹
む。

スカツ部分の破片。外面タテ 9ヽ ケメ、内面 内外茶褐色、断面は灰色。 1.1~1.2 覆土上層出土。

73 ’’ ナナメ ハケメ。クガは偏平でく ずれた「M」

字形。

74 
スカ・ン部分の破片。外面クテハケメ 、内面 細砂を含み、黄灰褐色。 1.9~2.1 I耕作土中出土。

” ヨコハケメ。クガは偏平な「M」字形。

75 | II Iスカジ部分の破片。クガは三角形。 I内外黄灰色、断面は灰色。 l 2.0 I 
II 

76 
外面タテハケメ 、内面ナナメハケメ 、クガ 茶褐色。 1.8~2.0 ／／ 

99 

は偏平でく ずれた 「M」字形。

77 
形内面。ナナメハケメ。クガは偏平な「M」字 内外灰褐色、断面灰色。 1.8 ” II 

外面灰褐色、内面褐色、断 1.1~1.2 覆土下層出土。
78 II II 面は暗い茶味のある灰色。
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番号1種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 胎土、色調、焼成等の特徴 (1ハ0本ケ／メcm) | 備 考

外面左傾するタテハケメ 、内面ナナメハケ 内外黄褐色、断面は灰色。 2.2~2.8 覆土上層出土。

79 ” メ。クガは偏平な 「M」字形で上側部分は
強くヨコナデ。

80 ” 
スカツ部分の破片。外面わずかに左傾する 内外茶褐色、断面暗茶褐色。 1.9~2.5 耕作土中出土。

クテ 9 ケヽメ 、内面ナデ。クガは台形。

81 
スカ・ン部分の破片。外面クテ 9 ケヽメ 、内面 II 1.0~l.21墳裾付近耕作土

” ナナメハケメ 、タガは偏平な「M」字形。 中出土。

スカ・ン部分の破片で、断面の形状から朝顔 内外黄褐色、断面は灰色。 1.8~2. 6 耕作土中出土。

82 ” 
型円筒の可能性あり。外面クテ 9 ケヽメ、内

面ヨコハケメ 、指オサニ痕残る。クガは偏

平な台形。

83 
I外面左傾するクテ 9ヽケメ、内面はナナメ，、 内外褐色、断面は灰色。

I 
1.3 覆土下層出土。

” ケメ。クガは偏平でくずれた 「M」字形。

84 
ハケメは83と同様。クガはごく偏平で粗雑 1内外灰褐色、断面茶灰色。 1 1.8 耕作土中出土。

” な作り。

85 
Iスカツ部分の破片。外面クテハケメ、内面 内外茶褐色、断面灰茶色。 I 1.9~2.1 I覆土下層出土。

” ナナメハケメ。クガは偏平な「M」字形。

86 
Iスカ・ン部分の破片。外面クテ 9 ケヽメ 、内面 1細砂多梵に含む。外面赤褐 1.8 耕作土中出土。

” ヨコハケメ。クガは偏平な「M」字形。 色、内面灰褐色、断面灰色。

円形のスカ・ン部分の破片。外面クテハケ 外面黄褐色、内面及び断面 2.1 上、下層出土の

87 ” メ、内面ヨコハケメ及びヨコ方向のナデ。 は灰色。 ものが接合。

クガはごく偏平。

88 I I円形のスカツ部分の破片。内面ナナメ＾ケ 内外茶褐色。断面は灰色。 1 
2.0 裂土下層出士。

” メ。クガは偏平でくずれた「M」字形。

89 
外面クテハケメ内面ナナメハケメ、ユビオ I内外茶褐色、断面は暗褐色。I1.8~2.5 I耕作土中出土。

” サエ疲残る。クガは偏平な「M」字形。

90 I 
I外面タテハケメ 、内面ナナメハケメ。クガ 砂粒を多批に含みもろい。 2.0 II 

” はややくずれた三角形。 内外茶褐色、断面灰色。

91 
外面クテハケメ 、内面ナナメハケメ。クガ 胎土、色調は89と同じ。 l.2~1.31 II 

” はごく偏平でくずれた 「M」字形。

921 
円形のスカ・ン部分。外面タテハケメ 、内面 細砂多届に含む。内外明褐 1.2~1.3 覆土上層出士。

” ナナメ 9ヽケメ。クガは偏平な「M」字形。 色、断面は灰褐色。

93 
円形のスカ、ン部分の破片。クガはごく偏平 細砂多届に含む。茶～暗茶 2.0 覆土下層出土。

” でくずれた 「M」字形。 褐色。

94 ” 
平円形。のスカ・ン部分の破片。クガはごく偏 外色面。明褐色。内、断面灰 1.5~1.71 覆土上層出土。

外面クテ 9 ケヽメ 、内面ヨコ、ナナメハケ 細砂多蔑に含む。茶～灰褐 1.2~1.3 耕作土中出土。

95 II メ。ク ガは上辺がわずかに凹む、偏乎な台 色、断面は茶味のある灰色。

形。

691 ” Iクガは偏平でくずれた「M」字形。 I明～黄灰褐色、断面灰色0 11.7~2.4 I ” 

97 
外面クテハケメ 、内面ヨコハケメ。タカ＇は 1茶褐色。 1.2~1.31覆土下層出土。

” ごく偏平。

981 ” Iクガはくずれた 「M」字形。 I黄～灰褐色。 11.1~1.3 I II 上層出土。
外面クテハケメ、内面ョコハケメ及びナ 外面は黄灰褐色、内面は黄 1. 9 II 下層出土。

99 ” デ。クガはごく偏平でくずれた「M」字 色味のある灰色。
形。

100 I 
Iスカ、ン部分の破片。外面クテ、内面ナナメ 内外茶褐色。断面黄灰色。 1.9 耕作土中出土。

” ハケメ。

円形のスカ・ン部分。クガは偏平な「M」字 内外茶褐色。断面灰色。 覆土下層出土。

101 ” 形。
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番号1種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 I I ハケメ I 胎土、色調、焼成等の特徴 (10本／cm) 備 考

102 
円形のスカ ・ン部分。タガは偏平な「M」字 荒砂多呈に含みもろい。

I 
2.9 I耕作土中出土。

II 

形。 茶褐色。

103 
外面タテハケメ 、内面ナナメハケメ。 砂粒を多巌に含む。外面灰 ' 1.2 SD001内出土

II 

褐色、内面茶灰色。

円形のスカツ部分。外面クテ、内面ナナメ 砂粒を多盤に含む。外面茶 1. 3 II 

104 II ハケメ及びナデ、接合痕残る。クガは偏平 褐色、内、断面明灰茶色。

な「M」字形。

105 
I外面タテハケメ 、内面はヨコ及びナナメハ 1荒砂多挺に含み、内外茶褐I2.0 

I 
II 

II 

ケメ。クガは偏平でくずれた「M」字形。 色、断面は灰色。

106 
I形円形。のスカ・ン部分。クガは偏平な「M」字 荒砂を多景に含み、茶褐色 1.7~1.8 II 

99 

107 
外面クテ 9 ケヽメ 、内面ョコ 9 ケヽメ及ぴナ 荒砂を多星に含む。内外茶 2.3 S D003内出土。

II 

デ。タガはくずれた台形。 褐色、断面暗褐色。

108 
外面クテハケメ 、内面ナナメハケメ 、部分 内外茶褐色。断面暗灰色。 1. 3 S DOOi内出土。

II 

的にナデ。タガはごく偏平。

109 
円形のスカ・ン部分。外面タテ、内面ヨコハ ，I 内外褐色、断面灰茶色。 1・ 1.2~1.51 S D003内出土。

” ケメ。

110 
外面クテハケメ 、内面ナデ。クガは偏平な 砂粒多届に含み、茶褐色。 2. 4 I S D001内出土。

‘’ 「M」字形。

111 円箇底部 外面クテハケメ、内面ナナメハケメ。底面 小石粒、多薩の砂粒含む。 1.7~2.0 覆土上層出土。

に棒状の圧痰残る。 内外黄褐色、断面灰色。

外面最下部はヨコにナデ、内面はユピオサ 砂粒を多呈に含む。 1.5 覆土下層出土。

112 II 工。底面はやや丸味があり、棒状の圧疲が

残る。

端部から 7cmのところに偏平でくずれた 細砂を多薩に含む。 1.7 覆土上層出土。

113 II 「M」字形のクガがある。内面は最下位を 内外黄褐色、断面は灰色。

ナデ。底面に棒状の圧疲あり。

114 
端部から5.5cmのところに偏平な「M」字 荒砂を含み、褐色。 2.2 I墳裾付近耕作土

9/ 

形のタガがある。底面に棒状の圧痰残る。 中出土。

115 II 端部に向い裾が広がるように肥厚する。 内外黄灰色、断面灰色。 I 0.9 I覆土下層出土。
1 1 6 | /I 外面タテ、内面ナナメハケメ。 I内外褐色、断面茶褐色。 12.3~2.4 I耕作土中出土。

117 
内面最下位はナデ及びオサニ。底面に棒状 内外明褐色、断面暗褐色。 1 1.9 

I 
II 

II 

の圧疲。

1181 " 1内面最下位は突出するように肥厚する。 I内外茶褐色、断面暗茶褐色012.1~2.2I /I 
1191 99 I内面最下位ナデ。底面に棒状の圧疲。 ” 1 1.9~2.o I II 
120 I ’’ 1外面クテハケメ 、内面ナナメハケメ。 I内外褐色、断面暗褐色。 I 2.2 I覆土下層出土。

底部にしては蔀手で外反気味。外面は左傾 細砂を多漿に含み茶褐色、 0.9~1.3 覆土上陪出土。

121 ff するクテハケメ、内面ユピオサニ。クガは 断面は暗茶褐色。

偏平な「M」字形。

1221 99 1外面クテハケメ 、内面ナナメハケメ。 I内外褐色、断面は茶褐色。 I 1.4 1耕作土中出土。

123 
外面クテハケメ、内面ナデ、底面に棒状の 1外面黄～茶灰色、内面及び 2.3 墳裾付近耕作土

/9 

圧痰残る。 断面は灰色。 中出土。

外面わずかに左傾するクテハケメ 、内面は 小石粒及び多盤の荒砂を含 2.6 覆土下層出土。
弧を描くようなヨコ方向のハケメ 、最下位 む。内外茶褐色、断面は暗

124 II はユピオサニ。接合痕残る。クガは端部か 褐色。
ら4.5cmのところに付けられ、偏平でくず
れた「M」字形。底面に棒状の圧痕残る。

端部に向い裾が広がるように肥厚する。外 砂粒を多星に含む。内外、 0.8~0.9 II 

125 If 
面クテハケメ、内面ヨコ＾ケメ 、最下位は 断面共灰色。
ョコにナデ。 タガはごく偏平な「M」字

形。底面に細い棒状の圧疲あり。
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番号1 種別、部位 I 形態、調整技法、等の特徴 I 胎土、色調、焼成等の特徴 I(1ノ0;/cm)I 備 考

端部から 5cmのところに偏平でくずれた 荒砂を多紐に含み、内外茶 2.1 覆土下層出土。

126 ／／ 「M」字形のクガがある。内面最下位はユ 褐色、断面は灰茶色。

ビオサニ。

127 
端部にかけて外反気味で、7cmのところに 内外黄褐色、断面茶褐色。 1.8 I耕作土中出土。

” クガがある。 内面最下位はユビオサ工。

128 
最下部は肥厚する。内面はナナメハケメ及 ＼荒砂多薙に含み、内外茶褐 ]. 9 

I 
II 

” ぴナデ、オサニ。 色、断面は暗茶褐色。

129 
外面クテハケメ 、内面ナナメ 9ヽケメ。底部 ！荒砂多醤に含む。内外茶褐 1.8~1.9 耕作土中出土。

” に棒状の圧疲残る。 色、断面は灰茶色。

130 
端部から 5cmのところに偏平でくずれた 1荒砂を多飛に含み、もろい。 2.8 覆土上層出土。

” 「M」字形のタガが付く。内面は主にナデ。 茶褐色。

131 
端部わずかに外反気味。底面に棒状の圧 ＼荒砂多籠に含む。内外黄褐 2. 1 ” ” 疲。 内面はヨコにナデ。 色、断面黒茶色。

内面最下部は鈍く突出する。外面クテハケ 内外茶褐色、断面灰色。 1.2 ” 
132 ” メ、内面は倒落目立つ。下部はユピオサ

工。底面に棒状の圧痕。

内面主にュピオサ工。クガは下端から 4cm 内外黄褐色。断面茶褐色。 1. 8 
覆土下層出士。

133 II の位i位に付けられる。底面に棒状の圧痰残
る。

134 
クガは下端から 7cmの位置に幅の狭い、偏 砂粒多品に含む。内外茶褐 1.9~2.3 I S D001内出土。

” 平な「M」字形のものが付けられる。 色、断面暗褐色。

内面は裾広がりに肥厚。クガは端部から 細砂多批に含む。 1.8 S D003内出土。

135 ” 
5.5cmの位置にごく偏平でくずれた「M」字 内外黄～茶褐色、断面は暗

形のものが付けられる。底面には棒状の圧 褐色。

疲残る。

端部から 6cmの位骰にごく偏平なクガが付 内外明灰褐色、断面灰色。 1.0~1.l SD001内出土。

136 ” けられる。 内面はナナメ 9 ケヽメ及びナデ。
底面に棒状の圧痰。

端部から 4.5cmの位闘に偏平な「M」字形 荒砂を多藷に含む。 SD003内出土。

137 ” 
のクガが付けられる。内面ヨコハケメによ 内外茶褐色、断面暗褐色。

る段が付く 。下位はナデ。底面に棒状の圧

痰残る。

138 朝顔 頸部 外面クテハケメ 、内面ナデ、一 部にハケ I荒砂を多盈に含み、外面褐 0.8 I内堀出土。
メ。クガはごく偏平。 色、内面、断面は黄灰色。

139 朝顔 肩部 外面クテハケメ 、内面は上位がナデ、下位 明茶褐色を呈し、堅緻。 2.0 I S D003内出土。
ヨコハケメ。タガはくずれた台形。

140 
クガは「M」字形。 砂粒を多裁に含む。内外褐I 外堀出土。

” 色、断面は明茶色。

上方がくびれる円筒形を呈し、 紐を結んだ 明る ＜茶味のある灰色を呈

141 形 象
ような形態の部分があるが脱落している。 する。

外面はヨコナデ、ナデで仕上げるが、ハケ

メが残る。内面はナデ。

所謂「須恵器模倣杯」の小破片。｛本部とロ 細砂を少猿含み、明る＜茶 後円部東側の内

緑部は段差で画され、外反気味に開く。ロ 味のある灰色を呈する。堅 堀底から出土。

142 土師器杯 縁径約16.5cm、高さは約5.5cm程度と思わ 緻。表面赤味があり 、赤彩

れる。体部外面がヘラケズリされる以外は されていた可能性あり。

ヨコナデにより仕上げる。

143 
1142と同様の杯の小破片。 口縁径約1紅、 1茶褐色。砂粒を僅かに含み I ” ” 高さは約5.5cm程度と思われる。 堅緻。

器杯の身の受部の小破片。口縁径は13.5cm 淡青灰色を呈し堅緻。

144 須恵器杯 程度と思われる。体部下位は回転ヘラケズ

広他の部分は内外共ヨコナデで仕上げる。
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番号1 種別、部位 1 形態、調整技法、等の特徴 I I ハケメ I 胎土、色調、焼成等の特徴 (10木／cm) 備 考

中型の甕の口縁部破片。端部に面を形成 暗い灰色で、堅緻、やや粗 内堀覆土中出

145 須恵器甕 し、外面直下に断面三角形の小さな凸帯を 雑な作り。 土。

めぐらす。

甕の体部破片。147は頸部直下のもの。外 荒砂を含むものもあるが、

面は平行クタキのもの (146、163等）、格 大部分が内外明～暗灰色。

子風ククキのもの (147、157、164、等） 断面セヒ゜ア色を呈するもの
146 があるが、ククキメの上にさらに横走する もある (146、151、153)。

s II 平行沈線を施すもの(146、158、161)や、

165 カキメを施すもの (148、151、152、154)

がある。

内面には例外なく同心円ククキが残るが、

ナデのあるものも認められる (155)。
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周

堀

題
等
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

鉄
砲
山
古
墳
の
昭
和
五
四
、

五
八
、
両
年
度
の
調
査
は
、

い
ず
れ
も
周
堀
部
分
の
調
査

で
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
周
堀
及
び
埴
輪
な
ど
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ

た
。
詳
細
は
前
章
の
と
お
り
で
あ
り
、
以
下
調
査
に
よ
り
生
じ
た
問
題
点
や
、
今
後
の
課

本
古
墳
の
周
堀
は
、
昭
和
五
四
年
度
の
調
査
で
、

二
重
周
堀
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
五
八
年
度
の
調
査
区
は
、
周
堀
が
盾
形
で
あ
る
な
ら
、
後
円
部
の
円
弧
に
合

わ
せ
、
湾
曲
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
部
分
を
含
む
が
、
確
認
さ
れ
た
中
堤
と
外
堀
は
直
線

的
で
、
長
方
形
の
平
面
形
態
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

前
方
部
西
側
調
査
区
で
は
、
後
円
部
東
側
調
査
区
と
比
較
で
き
る
の
は
、
中
堤
の
幅
だ

け
だ
が
、
そ
の
基
部
の
幅
は
約
七
•
五
メ
ー
ト
ル
と
、
後
円
部
東
側
調
査
区
の
一
〇
•
四
～
一
一

.
0
脳
と
い
う
数
値
と
掛
け
離
れ
て
い
る
。
外
堀
底
は
中
堤
付
近
で
な
だ
ら
か
に
浅
く
な

る
傾
向
が
あ
り
、
中
堤
の
崩
壊
も
考
え
ら
れ
、
本
来
的
な
状
況
を
と
ど
め
て
い
な
い
可
能

性
も
あ
る
。

周
堀
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
後
円
部
東
側
調
査
区
、
前
方
部
西
側
調
査
区
で
、

検
出
面
か
ら
で
は
数
値
に
差
が
あ
っ
た
が
、
標
高
で
は
、
後
円
部
東
側
調
査
区
内
堀
で
約

一
七
・
一
脳
、
前
方
部
西
側
調
査
区
で
も
ほ
ぽ
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
後
円
部
東
側
調

査
区
の
墳
裾
で
確
認
し
た
旧
表
土
上
面
の
標
高
は
約
一
八
•
六
メ
ー
ト
ル
で
、
約
一
•
五
メ
ー
ト
ル
の
差

が
あ
り
、
古
墳
築
造
時
に
は
周
堀
は
約
一

＞

ま

と

め

•
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
深
さ
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
後
円
部
東
側
の
周
堀
覆
土
の
珪
藻
分
析
の
結
果
か
ら
、
浅
深
の
程
度
に

ロ
ー
ム

も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

国
で
も
数
例
で
あ
り
、
推
定
の
も
の
で
も
十
指
に
満
た
な
い
。

つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
水
を
湛
え
る
環
境
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
て
、

長
方
形
の
周
堀
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
は
、
全
国
で
も
あ
ま
り
類
例
は
多
く
な

い
。
こ
う
し
た
周
堀
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
の
最
初
の
発
見
例
は
、
千
葉
県
芝
山
町
殿
塚

（
註
1
)

（
註
2
)

古
墳
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
同
県
神
崎
町
舟
塚
原
古
墳
も
同
様
の
周
堀
を
有
す
る
こ
と

（
註
3
)

が
判
明
し
た
。
埼
玉
古
墳
群
内
の
前
方
後
円
墳
で
は
、
稲
荷
山
古
墳
に
続
き
、
愛
宕
山

（註
4
)

（
註

5
)

古
墳
も
長
方
形
の

二
重
周
堀
が
確
認
さ
れ
、

二
子
山
古
墳
も
そ
の
可
能
性
が
高
い。

前
方
後
円
墳
の

長
方
形
周
堀
に
つ
い
て
、
そ
の
希
少
性
に
注
目
し
た
市
毛
勲
氏
は
、
そ

の
例
に
殿
塚
古
墳
や
舟
塚
原
古
墳
を
挙
げ
、
そ
の
可
能
性
の
高
い
も
の
と
し
て
、
鳥
取
県

（註
6
)

石
馬
谷
古
墳
、
群
馬
県
総
社
二
子
塚
古
墳
、

奈
良
県
城
山
古
墳
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、

奈
良
県
西
殿
塚
古
墳
を
は
じ
め
、
数
基
の
前
方
後
円
墳
が
、

長
方

（註
7
)

形
の
周
堀
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
前
方
後
円
墳
の
場
合
、
周
堀
の
比
較

的
広
い
面
稼
の
調
査
例
に
乏
し
い
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
確
実
な
長
方
形
周
堀
の
例
は
全

鉄
砲
山
古
墳
の
周
堀
は
以
上
の
よ
う
に
希
少
性
を
有
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
系
譜
等
に

つ
い
て
は
、
比
較
す
る
例
も
少
な
く
、
調
査
面
積
も
小
範
囲
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の

言
及

は
避
け
る
が
、
今
後
は
各
部
分
の
具
体
的
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
前
方
部
南

＼
南
西
に
近
接
し
所
在
す
る
中
の
山
古
墳
、
奥
の
山
古
墳
の
周
堀
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
遺
構

周
堀
以
外
の
遺
構
で
は
、
溝
及
び
土
堀
が
あ
る
が
、
周
堀
の
開
削
と
相
前
後
す
る
と
思

わ
れ
る
溝
(
S
D
O
O
3
、
0
0
4
、
0
0
6
、
0
1
1
、
0
1
2
)
が
後
円
部
東
側
調
査
区
内

堀
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
が
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は

、
不
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
溝
以
外
は
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す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
後
半
期
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

円
筒
埴
輪
片
も
湾
曲
の
程
度
か
ら
同
様
の
大
き
さ
と
思
わ
れ
る
。

出
土
遺
物
の
中
で
、
多
数
を
占
め
る
の
は
埴
輪
、

ス
カ

と
り
わ
け
円
筒
埴
輪
で
あ
る
が
、

ず
れ
も
原
位
置
に

と
ど
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
破
損
し
て
墳
丘
上
方
、
あ
る
い
は
中
堤
上

か
ら
転
落
し
た
と
思
わ
れ
る
破
片
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
全
容
を
窺
え
る
ま
で
に
復
元
で
き

た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
両
調
査
区
で
各
一
個
体
、
あ
る
程
度
の
形
態
が
判
明
す
る
も
の

（
第

10
図
ー、

第

16
図
1
)
が
あ
っ
た
。
両
者
は
色
調
や
ハ
ケ
メ
の
施
し
方
等
に
差
異
が

あ
り
、
酷
似
す
る
形
態
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
段
数
や
ス
カ

シ
孔
の
位
置
に
規
格
性
を
考

え
る
な
ら
ば
、

で
あ
り
、

遺

物

七
＼
八
本
の

タ
ガ
を
持
ち
、
器
高
も

1
摺
を
越
え
る
大
型
品
と
推
定
さ
れ
、

外
面
の
ハ
ケ
メ
に
つ
い
て
は
傾
斜
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
全
て
タ
テ
ハ
ケ
メ

タ
ガ
に

つ
い
て
は
偏
平
な
「

M
」
字
形
を
主
体
と
し
、
偏
平
な
台
形
、

三
角
形

を
呈
す
る
も
の
も
あ
り
、
底
部
に
近
い
、
低
い
位
置
に
付
け
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

シ
は
認
め
う
る
限
り
、
全
て
円
形
で
、
底
部
調
整
の
施
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
鉄
砲
山
古
墳

の
円
筒
埴
輪
は
、
埼
玉
古
墳
群
中

の
大
型
前
方
後
円
墳

の

（註
9
)

（註
10
)

中
で
は
、

二
子
山
古
墳

の
円
筒
埴
輪
に
後
出
す
る
様
相
を
持
ち
、
川
西
編
年
の
＞
期
に
属

埴
輪
で
は
他
に
、
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
や
種
類
は
不
明
だ
が
形
象
埴
輪
片
も
出
土
し
た
。

土
師
器
及
び
須
恵
器
も
、
全
体
の
器
形
が
判
明
し

た
も
の
は
な
い
。

し
か
し
、
あ
る
程

度
推
定
復
元
し
得
た
土
師
器
杯

(142、
143)
は
須
恵
器
を
模
倣
し
た
も
の
で
、
盛
期
の
鬼

（註
11)

は
田
辺
編
年
の

Il期
後
半
の
も
の

高
式
で
あ
る
。
同
じ
く
小
破
片
の
、
須
恵
器
杯

(144)

で
、
円
筒
埴
輪
の
年
代
観
と
矛
盾

せ
ず
、
古
墳
の
年
代
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

全
て
近
年
の
耕
作
、
開
墾
に
係
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

1,ヽ

註
11

註
10

註
8
註
9

主
7

至
" 註
6

註
5
主
4

吾
"
註
3

註
1
註
2

埼
玉
県
立

日
本
考
古
学
会

滝
口
宏
、
久
地
岡
榛
雄

『
は
に
わ
』

日
本
経
済
新
聞
社
昭
和
三
八
年

市
毛
勲
、

安
藤
鴻
基
、
多
宇
邦
雄

『
千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町
舟
塚
原
古
墳
第
一
次
発
掘
調
査

概
報
』
千
葉
県
教
育
委
員
会
昭
和
四
七
年

栗
原
文
蔵
、
田
部
井
功
「
稲
荷
山
古
墳

・
丸
墓
山
古
墳
周
堀
発
掘
調
査
概
要
」

『
資
料
館
報

泣

5
』
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
昭
和
四
九
年

昭
和
五
六
年
度
に
行
田
市
追
跡
調
査
会
が
実
施
し
た
後
円
部
東
側
の
市
道
域
の
調
査
で
、
外

堀

の
コ
ー
ナ

ー
部
を
確
認
し
て
い
る
。

栗
原
文
蔵
、
田
部
井
功
「
天
王
山

・
梅
塚
古
墳
他
周
堀
発
掘
調
査
概
要
」

『資
料
館
報

嵐
6
』

埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
昭
和
五

0
年

小
川
良
祐
、

今
泉
泰
之
、
中
島

宏

「

二
子
山
古
墳
外
堀
範
囲
確
認
調
査
概
要
」
『
資
料
館

報
湿
12
』

埼

玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
昭
和
五
六
年

市

毛

勲

「前
方
後
円
墳
に
お
け
る
長
方
形
周
溝
に
つ
い
て
」

『

古

代
学
研
究
地
71
」

古

代
学
研
究
会
昭
和
四
九
年

『季
刊
考

古

学

第
10
号
』

の
中
で
河
上
邦
彦
氏
の
大
和
の
古
墳
の
編
年
図
表
で
は
西
殿
塚
古

墳
を
始
め
西
乗
鞍
古
墳
等
の
周
堀
を
破
線
ま
た
は
実
線
で
示
し、

長
方
形
周
堀
を
想
定
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
雄
山
閣
出
版
昭
和
六

0
年

柳
田
敏
司
、
他

『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』

埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年

杉
崎
茂
樹

「
二
子
山
古
墳
の
埴
輪
お
よ
び
須
恵
器
」

『
資
料
館
報

湿
1
4
』

さ
き
た
ま
資
料
館

昭
和
五
八
年

川
西
宏
幸

「
円
筒
埴
輪
総
論
」

『

考
古
学
雑
誌

昭
和
五
三
年

田
辺
昭
三

「

須
恵
器
生
産
の
展
開
」

『
須
恵
器
大
成
』

角
川
書
店

第
64
巻
第
2
号
』

昭
和
五
六
年

（
杉
崎
茂
樹
）
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鉄砲山古墳の埼玉古墳群内の位置 （昭和57年 3月撮影）
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